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福島 県 田村 郡 常葉 町 紀 山 岳 ペ グマ タイ ト 産 の 稀 元 素 鉱物 


Minerals containing rare elements from the Hayamadake 
pegmatite in Tokiwa town, Fukushima Prefecture. 


大 森 Fe 一 (Keiichi Omori)* 
長谷 川 修 = (Shuzo Hasegawa)* 


Abstract : Fergusonite, allanite, thorogummite and zircon have 
been found from the pegmatite at Hayamadake, Tamura Gun, Fukushima 
Prefecture, in where they occurred’ with lepidomelane and microcline 
perthite. In this paper, their occurrences, some mineralogical notes and 
chemical compositions are described. Since there were little informations 
of the pegmatites in this district, it is interest that such minerals have 
occurred. 


1. ff 言 

最近 , 福島 県 田村 郡 常 菜 町 , 大 越 町 , 船引 町 附近 に , 数 箇所 の ペグ マタ イト が 開発 さ 
れ , その 一 つ で ある 羽山 后 の ペグ マタ イト か ら , 72 N7IVA, BRA, }UALAw, 
念 火 酸 ジ ルコ ン 等 の 移 元 素 久 物 を 見 出し た の で , これ 等 に つい て 報告 する 。 

現在 まで , この 地方 の マグ マタ イト と 録 物 に つい て は 殆 ん ど 記 和 載 さ れ て いな か つた だ た が, 
羽山 后 か ら こ の よう な 移 元 素 鉄 物 が 産 す る こと は , 阿武 隈 山地 に 於 ける ペグ マタ イト の 性 
質 , 分 布 等 を 論ずる 場合 , 極め て 興味 深い と ころ で ある 。 

2<F VARA S 

羽山 岳 は 標高 622m CHIEN HAL BASH 1.5km の 地点 に あり, BARE RE 
工 駅 より 東方 に 約 4km, 徒歩 で 頂上 に 達する こと が 出来 る 。 

この 地方 の 地質 は 第 1 図 に 示し た よ ょ うに, 際 雲 花 険 関 緑 岩 が 広く 分 布 し , 大 平山 附近 に 
は これ ょ より 古 期 の 黒雲 母 片 岩 が 見 られ る 。 羽山 岳山 項 に は 上 品質 石灰 岩 が root-pendanty 
に 取り 残さ れ , 南北 に 細長 く 分 布 し , ALA OAC EIR, RR, 磁 鉄 鉄 の 
集合 か ら 成 る スカ ルン 帯 が 存在 する 。 又 羽山 岳 の 山頂 西側 附近 で は , 優 和 白色 粗 粒 の 角 関 石 
花 憶 岩 が 見 られ る 。 

この 地域 の ペグ マ タイ ト 中 主 な る の は 次 の 3H CH So 

(1) 羽山 后 ペ グマ タイ ト (P」) 羽山 岳 の 山頂 近く その 南方 200m の 地点 に あり , 一 
昨年 5 月 頃 赴 天 据 で 開発 され , 数 ton の 長石 を 出 鉄 し た が , その 後 採 掘 を 休止 し た 。 本 
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地域 中 最大 の ペグ マタ イト で , こ 


第 【 図 羽山 岳 附 近 の 地質 


分 解 の た め 福 色 を 量 し て いる 。 


第 2 図 


こ に 記載 する 季 元 素 鉱物 を PEL 
た 所 で あ ies 

BAU ARATE SC, 約 sS0 
m +e Crees 品質 石灰 岩 
DHL CWS BURL RAS 
m, 長径 約 15m の レッ ズ 状 を な 
L, その 延び の 方 向 は 東西 , 傾斜 
は 垂直 と 思わ れる 6 ペク マタ 
ト の 帯 構造 は 明らか で な い が , A 
辺 部 の 母 岩 に 接する 部 分 に は 30 
~80cm の Ih C MATE EA 発 
ML, その 内 側 は 長石 に よ つ て 右 
め ら れ , 中 心 部 に は 塊状 の 石英 に 
富む 部 分 が ある (第 2 図 ) 。 周辺 部 
ORAL, 鉄 雲母 が 分 布 し , 
特に 鉄 雲母 に 富む 部 分 か ら It 


2 fal atte, 3 黒雲 SMB Lito 
5S A794 b (Py Wile 鉄 雲 母 は 厚 き 最大 lom, 長径 


10~20cm ORSIER & 7, 風化 
WUNEAT V7 4} RRNRUMS 


長石 は 大 部 分 が 淡 桃 色 乃 至 灰 白 
ft ESS BARA N91} 
で , CNICSEOREOSRAE 
伴 つ て いる 。 

この 役 斜 長石 パーサ イト の 化 
学 分 析 の 結果 を 第 1 表 に か か げ 
Do この 分 析 結 果 か ら 端 成分 混 
比 を 求め る と , Or68.7 Ab30.5 
An0.8 a 

(2) 大越 町 下 大 越 原 ベ グマ タ 
ィ ト (P。) fax 1.5m, HEB 10 
MO aie al, その 走向 は N 
30°F, RHE CHS 数 年 


1 石英, 2 長石 , 3 KEEL 
伴う 長石 帯 , 4 ETE, 
S ANAM, X72V7 
YY A, RA, }UT Aw 
及び ジル コン の pee RF 


2! aa 


> 0 


XXxxx ヾ X ゞ "の 
xxx xx «x 


ae, ae 3 


HVC REGAIN O EERE PALE 
gel, BEI RTL OT 


第 1 表 QUNGEONEA S31 b OM AT 


Zo UPR OMARE No 4 Tie 65,61 Wt% 
ト と 塊状 の 右 英 を 主要 構成 鉄 物 Al,O; 18.98 
と し , 周辺 部 の 長石 帯 中 に は 鉄 雲 MnO? 0.01 
母 に 伴 つ て , Sem KO 塊状 の 福 MgO none 
熊石 を 産 し た 。 N60 3.41 

(3) 船引 町 鳥 貴子 石 ペ ベ グ マタ K,0 11.67 
AVE) BRORT S74 wo) 0.21 
DACA L. hk 1.5m 04 BOG) Das 
脈 状 で 走向 は 南北 , AAS WE Total 100.19 
直 で , SERIE ANF CH So BSEBH 


Ue BUEICAG LIZ iE MHSM, 探 所 行わ れ な か つた 。 


3. フェ ル グ ソ ン 石 (fergusonite) 

72 NVI) VE, BR, Ot AG, SRV Vay ABHUEAT7 274 + ORE 
母 に 件 つて 長 右 中 に 産 す る 9 これ 等 の 共生 関係 は 第 SMOM< で ある 。 フェ WIV VA 
PERTH CEL, 自 形 の 単 
tenn LIL AGH EL TWD 
Hifian tide S lcm 程度 , 塊状 は 
2.0x2.5cm の 大 き さ で ある (第 
4 図 ) 。 結晶 形 は g(230) の 発達 し 
THER, 及び s(111) の 発達 し た 
BER CHO TC, 年 良好 な 結 品 に つ 
いて BAW CHIL, g(23 
C); s(11 1), *(131) 面 が 認め ら 
US (第 5 El) o 

Els ae EC, BE AGRE 
MISGIR & BL, Rr ha Bt 
な る 。 jh EAMG CART S 
と , 赤褐色 透明 で , 多数 の 不 規 則 
KAA DB HSB, PT 7 v AGED 
ASKS DEED & LC 認め 
られ な か つた 。1 MFI L7H FIVIV SYA EF), Bigs (A), ジン (と 
ROR wD, 多 色 性 , 複 屈折 も 認め ie a )» a 叙任 長石 ペー タ AW 
Bhamor, Keone AERA METO27>7) 

た 上 比重 は Gyol®° = 5.46, で あつ た 。 

次 に 化学 分 析 の 結果 を 第 2 表 に か か げ る 。 この 結果 を 本 邦 産 の 他 の フェ ル グ ソ マン 石 の 分 

和 析 結 果 と 比較 する と , 稽 々 稀 主 に 富む が , 特に 著しい 差異 は 見 られ な い 。 RAH Bab 
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各 原 子 化 を 計算 し て 化学 式 を 求め る と 
[Yj + [Cel SN DT OT GL 
INfloy 2 Shapes S28 (1.00) 
0 = 1348 (4.15) 
E70, SONG HE (Y)aa9 (ND: Ta) p99 Ons CHI SH, Ze VIY Zao 
BAM フェ ル グ ソ ン 石 


式 V (Nb, Ta) 0 の に 致し で で 
Bo 


4. #8 # B(allanite) 


ASS 1h OPTED & 共 
Fe L CHREEREVCAE 9 VE 22, 単独 で 
長石 中 に 存在 する こと も ある 。 
ESCM 大 の 塊状 を な す BAS 
く , Wile Skg 程度 の 大 塊 を 産 し 
た 。 TAREE FP Cla, 内 部 は 新鮮 で 
淡 福 緑色 一 緑色 の 多 色 性 を 示す 。 
この 新鮮 な 部 分 を 集め , LEH で 

Hem & WEL Gyol° =3.83, 


第 2 表 羽山 丘 産 フェ ル グ ソ ン 石 の 化学 分 本 
: EET Zo 

Wt% Atomic Prop. 
NO 43.43 [Y] 319 第 5 図 フェ ル グ ソ マン 石 の 
[Ce], 0. 120 [Ce] 7 eA 
THO,” 0.48 | Th 2 mane 
UO, 1.66 U+4 6 
UO 1.54 Uts6 5 
Fe, O, 0.88 Fe 11 
ATS Oh 0.33 Al 6 
MnO> 0.10 Mn 1 
MgO 0.08 Mg 2 
CaO 0.05 Ca 1 
IPiKO);, 123) 1h 16 
Nb:Os 30.62 Nb 232 
Ap da,O, 14.60 wey 66 
SiO, ORD2 Si 9 
ZO; 0.22 Ze 2 
H,O(4 2 の 2 O 1347 
ON 0.26 
PbO 0.05 
Total 99.47 
Gol 5.46 4 


rr 


1) \ 族 元素 の 平均 原子 量 は 実験 的 に 求め た 酸化 物 硫酸 塩 の 比 (Y。0。』/Y。 (SO = 


0.0137/0.0251 = 0.5310) か ら 算 出し た 112 を , Ce 医 元 素 の それ は 各 原 子 基 の 平均 
ffi 144 RAUL ro 
2) Dana’s System of Mineralogy, Vol. I, 759, 1946. 
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化学 分 析 の 結果 を 第 3 A 各 成 分 の 原子 比 を 計算 し り , 化学 式 を 求め る と , 
KX = Ca + NC [Y] = 317 (1:88) 
Z=Al+¥Fe+Mg+Ti = 525. (3.14) 

Si = 505 (3.00) 
O = 1994 (11.85) 
(OH) = 234 (1.48) 


enV, Ns Lean Ss.00 Os 3s DL ef PERMITE D ILMEA IT 
(OH) 1:48 が 得 ら れ , X。 Z2。 Sis ana 5 pene = Wo . z Ha 
O;.(OH)?” te Re — Be UT 4 eee Prop. 
Bo 又 こ れ を 最近 上 田 健夫 3 が Na v6 Ga 142 
s x Mn .70 Mn 24 
DRA BRAD 化学 式 (Ca, Tho, 1.89 Th 7 
Ce), (Fe, Fe+) Al, Si,0,,(O Ce,03 9.36 Ce 57 
a a € [La],05 11.70 [La] 71 
) に 従 つ て 換算 する と 2 A0.84 [Y],0, 2.40 [Y] 16 
Mno.14 Ceo.g9)1 ge (Pe*7o-97 Fe AN» wees Al 7 294 
= = AOD 4. F oF 
ois io (Fe Aly.z9) 2-00 3 isle Tet? ies 
Sig.p O11-35 (OH) 1.43 と な る 。 MgO 0.10 Mg 2 
me TiO, - 0.40 Ti 5 
5. トロ ゴム 石 (thoro- SiO, 30.60 Si 505 
i P.O tr 
t B25 
Pues) H,0(-+) 2.11 0 1997 
本 鉄 物 は 次 に 述べ る SPB Y ON 0.46 (OH) 234 
MAVEHETZLILERASE Total 100.16 
BPOZ Re PRL EGER 
0150 
FECEL BBOLROMARCI Os ae 


次 的 産物 と 考え られ る 。 GEC 
WABALEL, 結晶 形 は 示さ ず , 無 定形 で ある 。 多 色 性 な く , 又 複 屈折 を 示さ な い が , 
一 部 複 屈 折 を 示す 部 分 が ある 。 Geiger counter で 多量 の 放射 性 元素 を 含有 する こと が 
認め られ た 。 塩酸 叉 は 硝酸 に より as 2 BK EEIR & ERE Bo 

化 実 分 析 の 結果 は 第 4B) の 如く , 多量 の THO, を 含み , に SiO,, HO を 主 成分 
BL, FeO, CR 疹 えら れる 。 参考 の た め 飯 坂 産 RUIN 
の 下 コ ゴム 石 の 分 析 結 果 ?) を 夫々 第 4 表 (2) 及び (3) に 併記 する が , これ 等 に 比 し で 羽 
肌 岳 産 の も の は 著しく 多量 の ThO。 SRL TS iM, H,O(—) 10.459 の うち 810 
9% は 50°C で 1 時 間 乾 燥 する こと に より 失わ れる か ら , 大 部 分 は 単なる 吸着 水 と 療 え ら 
れる 。 この 化学 分 析 の 結果 か ら , 分 子 比 , 原子 比 を 求め , 化学 式 を 算出 する と , Riv 
O,=178, RN ORIOE104 SiO, + P,O, = 293, HO = 335 xD, eM 


1) (Y] の 平均 原子 量 は 実験 的 に 求め た 128 を RAIL, [Lal の 平均 原子 量 は La, 
Pr, Nd, Sm の 原子 量 の 平均 値 144 を 採用 し た 。 

2) Machatschki, F.: Centralbl. Min. Geol. Pal. A, 96, 1930. 

3) Ueda, T.: Mem. Coll. Sci. Univ. Kyoto, B, 12, 145~163, 1955. 

4) Iimori, S., Hata, S.: Sci. Pap. Inst. Phys. Chem. Res., 34, 447~454, 1938. 

5) 田久保 実 太郎 , 上 田 健夫 , 西村 新 一 , BLM: 地質 , 59, 56, 1953. 

6) [Y] の 平均 原子 量 は 実験 的 に 求め た 120 を 用 いた 。 
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BAS ao th GB-OS A aT 


(1) (2) (3) 
Wt% | Mol. Prop.; Atom. Prop. Wt % Wt % 
| = 
Tho, 43.23 164 | Th 164 25.05 29.68 
[Y],O3 3.76 13 [Y] 26 12.19 9.61 
[Ce],O5 0.53 2 [Ce] 4 0.57 DS 
UO, 3.12 11 Uté 11 7.91 2.00 (U3Og) 
Z1O> 0.32 3 Zr 3 4.78 0.86 
RO | 12.40 78 | Fet3 155 8.67 | “10.47 iFe 5 
Al,O, 0.64 6 | Al 12 2.22 4.70 23 
MnO tr - - 0.35 0.20 
MgO 0.05 1 Mg 1 none 0.27, 
CaO 0.22 2ON eS Oa 4 0.95 3.02 
SiO, 17.30 288 | Si 288 21.10 16.20 
WOR, none = = 0.10 
P.O; 0.74 Sony oP. 10 1.77 2.08 
COs 0.53 12 3.01 0.77 
H,O(+) | 6.05 335 10.80 7.43 
H,O(—) | 10.45 = 7 11.88 
Rem. - - 1712 0.45 
Total | 99.34 on = 100.49 | 100.17 


1) 福島 県 羽山 岳 産 トロ ゴム 石 

(2) 福島 県 飯坂 産 } ト ロゴ ム 石 (Ae, tH: 1938, Rem.; BeO 0.40, (Nb, Ta) 。05』 
0.40, (As, Sb),O, 0.32) 

(3) SGRSCEHTE b ot 275 (HAG. ER, PRE, 26’: 1953, Rem.; (Nb, 
Ta),O, 0.45) 


ThO,+ Fe,O3-3Si0,-3H,O CHD &X れる 。 
トロ ゴム 石 の 化学 式 に つい て は 未だ 定説 が な く , その 成分 の 範囲 も 極め て 広く , 簡単 な 
化学 式 で は 表わし 難い 。' 1953 年 , C. Frondel!) は トロ ゴム 石 , mackintoshite 4% } 
ー ル 石 (ThSiO』) の 水酸基 置換 体 と 考え , Th(SiO4),-x (OH) x 叉 は [Th], [(SiO,) - 
(OF) 4x]。 の 化学 式 を あたえ た 。 この 方 式 に た 従 つ て 羽山 岳 産 の 化学 式 を 求め る と , 次 の 
如く な る 。 但し , こ ゝ に (O 〇 HLH) は 陽 イ オッ の 総 電荷 を (SiO』)1v (PO) UI CHYLRB 
り に 相当 する も の で ある 。 
[Th Un Zr, Y 36 Ce, Feiss Ale Cas}3gi [(SiO,) 288 (PO,) 10 (OH) a) 291387 
この 式 の 陽 イ オン 総数 381 が 4.00 と な る 様 に 換算 する と , [Thi.72 Uo12 Zto.03 Yo-27 
Cey. 04 Fe,. 64 Alo. 13 Cay. 05! 4°00 [ (Si04) 3:02 (PO4) 0-11 ((OH) a) o-arls-5a a 73 り ’ 陰 イ uP 
i は 4.00 より 少 い 値 を 示す が , 一 応 ト ー ル 石 の (SiO』)IV の (OH),1V Bie ese 
こと が 出来 よう 。 MU BOT Frondel2) は トロ ゴム 石 と 同様 な 性状 の ゴム 厨 
ee Oskinei ps, U 及び Pb, Ca 等 の 既知 の 含水 理 酸 塩 , 含水 酸化 物 , SBR 
塩 等 数 種 の 鉱物 の 集合 で ある こと を 認め た 。 従 つ て トロ ゴム 石 も 単 一 の 鉱物 で な く , Th 


1) Frondel, C.: Am. Min. 38, 1007~1018, 1953. 
2) Frondel, C.: Am. Min., 41, 539~568, 1956 


tae 


A lll aie 


Fe OR 


文 


の 含水 酸化 物 
後 研 究 を 続け 


本 鉄 物 は 0 


含水 寺 酸 塩 等 の 集合 し た も の で ある こと が 考え られ , この 点 に つい て は 今 


る 予定 で あぁ る 。 


6. 含 交 酸 ジル コン (変種 ジル コン ) 
2~).4mm 大 の 結晶 の 集合 塊 で 厚 さ 0.5cm 程度 の 板 状 を な し , Bic RE 


Soe ey 


ReEAUDAREPOCWA, HE 


Ve 


tek Lo 
Licittin By 


の 一 部 が あら われ て 


So KmEBRBEAtEL, 顕微 鏡 下 で は 不 規 則 の 割 目 を 有 し , WIC, メタ ミク ト 


状態 の た め 光 


と が 多く , この 部 分 で は 複 屈折 の 見 られ る こと が ある 。 双 眼 顕 徴 鏡 下 で 新鮮 | 
し た 。 Lb Chl 


思わ れる 部 分 


学 的 に 等 方 性 と な つて いる 。 特に 結 品 


を 選別 し , これ を 比重 と 化学 分 本 


の 試料 と 


の 


G,"*° =3.95。 で , 化学 分 析 の 結果 は 第 5 表 の 如く で ある 。 


この 化学 分 析 の 結果 か ら 原子 
比 を 計算 化学式 を 求め る と 


YROEM ¢ Voz 
LE 


[ZY 9-85 Yo-14 


CI a 


れる 。 


{ZrSiO』) の 


面 に 近い 部 分 は 変質 


上 る 


っ 均質 と 


し た 比重 は 


HS Ze 羽山 岳 産 変種 ジル コン の 化学 分 析 


る Wt. % Atomic Prop. 
Oo 
[Ce] + Fe+ Al+ (Zr, Hf)O, 51.68 420 
> eeaee ot [Y]20。 10.14 65 
SS (04), Siete = OS 0.37 2 
494 (1.00) ,0=2006 (4.05), 即ち も Fe,O3 0.45 6 
(Th, U, Al Fe) ALG, 0.48 10 
eS MnO ere 
9-05)1-04 [519-90 Po-tol1-20 Oa.05 MgO tr 
の 28 ZS CaO tr 
Se Oe aE ThO, 1.03 4 
O, に 良く 一 致し , ARBRE UO; 1.75 6 
を 含む ジル コン の 変種 と 考え ら SiO, 27.13 447 
IO? tr 
#0; 3.37 47 
gZ, Frondel?) yx, Dray BOs) Sale 
eden H,O(—) 0.32 
(OF). 置換 を 論じ 
て , 含 水 変 種 ジ ルコ ン の 化学 式 を pie 4 
RKMTWSAM, LDBAK FEO Ghee 395°. 


て , 羽 山岳 産 変種 ジル コン の 化学 


式 を 求め る と 


[Zr goo Yes Ce Peg Alig Thy Us]sis [ (SiOx) 247 (POx) a7 ((OH) 4) sls92 


FICC Os 


次 の 如く に な る 。 


AV¢400 LUCHEHLET ¢, 


(Zr s.08 Yo-59 C€o-02 Feo-us Alo.og Tho.o2 Uo-05!4-00 [(SiOg) 3.49 (POa) 0-27 ((OH) 4) 0-06] 
399 ES Frondel の 化学 式 算 出 法 に は H,O(+) ORM SHAR SY, = 
DBA H,O(+) DE THIEN CRS FCA > 7 > Shi Pics Ba & 
れ て いる H,O(+) に 関し て は 別 の 機会 に 述べ る こと ・ ゝ しょ う 。 


Ret, 炎 酸 及び 水 等 を 含有 する 多く の 変 利 
Aye, 羽山 挟 産 ジル コン に 類似 し た も の に は , 福島 県 


1) [Y) 09 


ド 均 原子 量 は 実験 的 に 求め られ た 134 を 


2) Frondel, C.: 
3) Hata, Set 


前 出 (1953): 


ジル コン の 産出 が 既に 知 ち られ て いる 。 化学 成 


飯坂 産 変種 ジル コン 愛媛 県 大 山村 


HAVO 


Sci. Pap. Inst. Phys. Chem. Res., 34, 619~622, 1938. 


8 岩石 鉱物 鉄 床 学会 誌 


第 6 表 BL BU te を 含有 する 変種 ジル コン の 化学 分 析 


(1) (2) (3) (4) (5) 
(Zr, Hi)O, 51.68 39.65 40.9 43.57 | 52.94 
[Y1,0, 10.14 10.23 3.10 
[Ce],05 0.37 0.70 | Ty | 15.89 0.13 
Fe,O, 0.45 4,28 0.6 0.59 2.26 
A1,O5 0:48 3.53 2.0 0.48 | 1.60 
MnO tr 0.12 - 0.50 | 0.08 
MgO tr 0.05 0:8 SES 2070s 0.18 
CaO tr 2.25 0.6 | 1.23 0.09 
ThO, 1.03 0.07 0.6 3.52 | 2.44 
UO, 1.75 4.93 2 2.08 0.66 (U,Qz) 
SiO, 27.13 23.00 25.7 21.35 30.01 
iO; tr 0.90 - none | 0.10 
P,O, 3.37 5.30 7.6 4.23 0.99 
(Nb, Ta),O; = 1.03 = Lo 10254 1.15 
CO, a = a 0.61 = 
H,O(+) 3.12 2.89 3.5 6.08 2.97 
H,O(—) 0.32 “ = | = jobiclt 
Total 99.84 98.93 100.0 | 100.70 | 99.81 
é 3.95, 4.11 4.1 3.97 = 
福島 県 羽山 重 産 変種 ジル コン (2) 福島 県 飯坂 産 変種 ジル コン ce : 1938) 


(1) 
(3) SSR KL PEA LIA (AY : 1927) (4) 長野 県 山口 村 産 山口 石 (木村 , 弘中 : 1935) 
(5) 奈良 県 北條 村 産 変種 ジル コン (田久保 , 上 田 , 西村 , 益 富 : 1953) 


Auli) SRW oA» 及び AB IRAN BARES Vay? 42D, 上 比較 の 
720 © NEODMRER & FH 6 BC HFA L P0 


7. th @ 年 F 
新鮮 で 純粋 な 試料 が 得 ら れ 易 い フ ェ VI YY RICOWT PE 量 を 求め 鉱物 年 令 を 算出 し 
た 。 試料 0.48 を NaHSCO,』 眉 融 し , 酒石酸 抽出 を 行い , 少量 の NN を 添加 し HS 


に より , Pb を AgS と 共に 沈 源 さ せ , これ を 硝酸 塩 と し て 検 液 を 作り , Dithizon ick 

る 比 色 法 で Pb を 定量 し た 。2 個 の 試料 に つい て 夫々 2 回 ずつ 行い , 0. 037, 0. 045, 0. 043 

0.042 Pb を 得 , © OFA Pb =0.042 か ら 次 式 が に ょ っ つて 年 数 (4) を 求め た 。 
a log(U + 0.36Pb a os log(U +. 0.86Th) Shei. 

< OFF RRNA TI 4 bE, AV RUT BD» 求め られ な た 1831x108 年) 視角 

A db 求め られ た 111> CN 叉 石川 地方 の ペグ マタ イト 産 BNA! BERD Bs 


RE BE, GLP EES: Bb, 57, 1195~1199, 1927. 


1) A 

) ee Z.. Jour. Fac, Sci. Hokkaido Univ., 3, 298, 1936. 
3) 田 

) 


tS 


田久保 実 太 郎 , Ee, GAS, 益 富 寿 之 助 : 前 出 (1953), 49~50, 
PIMP : 化学 実験 学 1 208, 昭和 16. 
田久保 実 太 郎 , 立川 正久 : HY, 57, 5, 1951. 
O) lata eS. SeiPapenets Phys. Chem. Res., 34, 455~459, 1938. 
6) 田久保 実 太 郎 , 西村 新 一 : AACN BAMA AR, 1953, 6 月 . 
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fiz 123x108, 及び 132x106 年 と 近似 し て いる 。 


8. 結 語 

今 ま で 余り 知ら ちら れ て いな か つた 阿武 隈 山地 中 央 部 の 常 薬 町 , 大 越 町 附近 の ペグ マタ イト 
特に 羽山 后 ペ グマ タイ ト 産 の 数 種 の 稀 元 素 鉱物 に つい て 述べ た 。 

阿武 隈 山地 の ペグ マタ イト に は 百 岩 , ERA, 雲水 論 , 石川 等 の 西 縁 部 に 分 布 す る も の 
LAE, MR, 口 太 山 等 北部 一 中 央 部 に 分 布 す る も の と の 二 系 列 が 考え られ る 。 後者 即ち 
飯坂 系 列 に は 電気 石 は 殆 ん ど 見 られ ず , IRE EPSRC LOS, 時 に 4kg 以上 の 大 塊 
を 産 す る こと が ある 。 羽山 后 ペ グマ タイ ト は 構成 鉱物 上 , 飯坂 系 列 に 属す る も の と 思わ れ 
Bo FERC OMAHA, 戸沢 村 附 近 と 考え ちら ち れ て いた が , 遥 る か 南方 の 大 越 町 附近 ま 
で これ が 延び で いる と か が か 推 祭 さ れる 6 


終り に 臨み 現地 に 於 ける 調査 , 採集 に 御 便 宜 を あたえ られ た 大 越 町 根本 重吉 氏 外 数 氏 に 
対し 感謝 の 意 を 表す る 。 尚 , 本 研究 に 費 し た 費用 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 乾 に よる も の 
で ぁ ある こと を 明記 し て で 調 意 を 表す る 。 


HERR APOBRWOMR (A eae 
)\ BB vs ER JB © me it 7k S (1 


Studies on the organic constituents of recent 
sediments (Ist report). 


(Hydrocarbons in the lagoon sediments from the Hachiro-gata 
in Akita Prefecture (1) ) 


加 藤 #8 fe (Iwao Kato)* 
B fA & fp (Ikuro Shimada)* 


Toth: Uae 


YRRT az hb 77 TIRE CER TORR DEL, 特に ZX DRA GCIKGAD HELM 
LON, 2AiKKOTHHOZEK, Bw ae Cpt Zeek LT OMAR 
wiewo 7 PV: Smith), J. M. Hunt”), FM. Swain?)4), N. Prokopovitch?), 


ee 
So Jee NiCad sare Science, 116, 437-439, 1952. Bull. Am. Assoc. Petrol. 
Geol.,-38, i isa 1954. 
2) umt, Jj) Me: Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 37, 1847~1855, 1953. 
: 3) Swain, EF. M.: Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol., 40, 600~653, 1956. 
: 4) Swain, F. M., Prokopovitch, N.: Bull. Geol. Soc. America, 65, 1183~ 
e 1198, 1954. 
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oy 


N. P. Stevens, E. E. Bray, E. D. Evans”), 柳下 秀 晴 , 荒木 春 視 2 3) 等 に 依 つ て 行 
Di, 石油 地質 学 上 興味 ある 問題 を 提起 し て いる 。 特に P. V. Smith は , 247 3% 
その 他 の 現世 海 成 堆 積 物 か ら 炭 化 水素 を 摘出 し た 結果 , 深き の 増加 に 比例 し て その 有機 物 
が 石油 質 の も の へ と 変化 し て いる 事 を 指摘 し た の は 注目 すべ き 事 で ある 。 

箋 者 等 も 赤 こ の 様 な 石油 化 作 用 の 問題 に 関連 し て , 堆積 学 的 ・ 地 球 学 的 立場 か ら , 浅海 
・ 海浜 ・ 三 角 洲 ・ 潟 等 の 環境 で 堆積 し た 所 調 沿 岩成 の 現世 堆積 物 中 の 有機 物 組成 と その 
変化 に 興味 を 持つ て いた 。 な た まな たま 秋田 県 八郎 潟 の 生 拓 事業 で , 1952~1953 年 に ボー リ 
ング され な た 底 質 試料 が 岩佐 三郎 氏 の 御 好 意 に 依り 提供 し て 戴 い た の で , これ に つい て 液体 
クロ マト グラ ブフ 法 を 用 いて 炭化 水素 の 分 離 を 試み た 。 試料 は 馬場 目 川 羽立 以 南 地域 の 
も の で ある が (第 1 図 ), この 種 と 盗 料 も 従来 少 い の で AM ORMRERICRMEL, 今後 の 
研究 特に 油 母 岩層 の 堆積 念 地 に 於 ける 形成 の 場 を 追究 する 基礎 的 資料 と し た い 。 


第 1 図 


A Ae ; 
BAM 


2 八郎 況 の 旗 質 と 許 層 
IR UR OB FL RAED ZEW CS BEE ROWE Rho. RE LORE 
IIR LYE DESL 200m DJF S CAMICAAL TOS. 今回 取扱 つた の は 羽立 ~ 


af Ass] 


BA) (A), R~S YB (BB), I~ G8 iim (NB) で ある 。 こ れ ら 
の 中 で 底層 の 累 重 関係 の よく わか る の は (A) で , 第 2 図 a Of /\EMBOM BEL 
思わ れる 粗 粒 ~ 科 質 砂層 面 ( 北 東方 向 に 約 1? の 傾斜 を 示す ) O_EVCBRESEERB AS > Vb, KE 


rail 


1) Stevens, N. P., Bray, E. E., Evans, E. D.: Bull. Am. Assoc. Petrol. 
Geol., 40, 975~983, 1956. 

2) 柳下 秀 晴 , 荒木 春 視 : AYR OTHE, 36, 96~103, 1954. 

3) FEARS : FUR, 37, 1~10, 1955. 

4) 岩佐 三郎 : AFL, 3, 1~15, 1954. 
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第 2 図 (2) 羽立 馬場 員 川 断面 柱状 図 (A) 土 の 順 に 重なり , ジ ルト は 深度 20m 
CMEC 認め られ 平坦 な 面 を 形 
成 し て いる 。 叉 粘土 層 の 上面 に は 
馬場 中 川 河口 附近 で 三角 洲 堆積 物 
砂層 が , また 羽立 附近 で は 古い 浜 所 
(beach ridge) の 遺跡 と 考え られ る 
砂層 が 約 Sm の 厚 さ で 確認 され て 
いる 。 (BB), (NB) で は 第 2 図 b 到 
び 第 2 図 >: の 如く ボー リン グ 深 度 も 
$2 ¢, RJB OR BBARILAA Ss CH 
い が , I~ HRD - DEY Vb BA 
部 分 を 占め て いる 。 これ ら の KS 


5 68 に は 何れ も 大 質物 及び RRO BUT 
3 g LE arte~emer を 含み , BP CABR NRA R 
a ZR - fyBSG - HAS - PRIA: 
shit Vay + HERE SE OD Sten: BE 
Beh OHy 1h 藻類 が 認め と 
EL ED ea she 
x 分 析 試 料 


3. 液体 クロ マト グラ フ に 依る 有機 物 の 分 離 

1) AK 八郎 潟 底層 の 有機 物 の 組成 を 雪 現す 
る た め 液体 クロ マト グラ フ 法 を 用 いた 。 BRA 
謀 を 用 い 熱 抽出 に よ つ て 得 ら れ た 有機 物 を , パラ 
フィ ン ・ シ クロ パラ フィ ン 系 炭化 水素 , HERA 
BACKER, O-N-S 化合 物 と アル ミナ 桂 ご 残 
る 残 湾 の 4 成分 に 分 離す る の で ある 。 この 方 法 
は REV Smith). |. MM. Bunt) YE 
報告 され た も の で ある が , その 後 多 く の 石 油 地質 ・ 地 球 化学 の 研究 者 が これ を 用 いて 議論 
を 進め て いる 。 また 和 柳下 秀 晴 ・ 荒 木 春 視 等 は , Smith の 論文 で は 分 析 の 方 法 の 記載 が 簡 
単 す ぎる 事 か ら , 堆積 物 中 の 有機 物 の 組成 を 知る の に 必要 な クロ マト グラ フ 法 を 確立 する 
た め に 分 本 操 作 の 実際 と 原理 を 詳細 に 検討 し た ぷ 。 筆者 等 の 実験 も 柳下 ・ 荒 木 等 の 分 析 操 
作 に 基 い て 行 つ た も の で あぁ ある 。 

粉 移 し た 試料 30g を 円 筒 濾紙 (28 x 100mm) に と り , ベン ゼン ・ ア セト ン ・ エ タ ノ ー ル 
(70 : 15 : 15) Oyepebtick ), Soxlet 抽出 器 で 約 10 時 間 加 熱 抽出 する 。 得 ら ちら れ た 黒 


(c) 野村 ~ 馬 場 上 中川 断面 柱状 図 (NB) 
Soko? 3) 4 5 6N 


1), 2), 3) 前 出 

4) Bees Sith OBIT SAROBMMRUEBONGS, 抽出 量 や クロ マト 
グラ フフ に 依る 分 苑 に 差異 が あろ う 事 に 留意 必 ベン ゼン 7 ペン ゼン グセ ドン Ave 
ean ee ey) — ペン © シン イヤ セト や る タブ 7 ata As 
WV DE OVE SE AVR ETTORE Lo EOE, 荒木 , HUESOTOR Ay ゼ 
ン 「 ア ャ トン ・ エ タフ ノー ル (70: 15: 15) OUBARES A SOA MIN £ YS CHB 
われ る 。 
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G7 — IRF ERIRO FAN 35x 15cm DFID MOTHS アル ミナ 吸着 柱 に , 
TER EVY ・ ベ ミン ゼン ・ ビ リジン ・ ア セト ン ・ エ タフ ノー ル を 展開 剤 と し て 順次 流し 込み 
深 出 させ る 。 各 深 出 液 は , water bath EL CARICA ERB LO (CV YY > Teh 
ン ・ ェ エタ ノー ル の 沙 出 液 は 全て を 合せ て 行う ) BERRA 50 COGRCENS VV 
出 部 を パラ フィ ン ・ シ クロ パラ フィ ン 系 炭化 水素 ベン ゼン 溶出 部 を 芳香 族 系 炭化 水素 , 
セリ ジン ・ ア セト ン ・ エ タ ノ ー ル 落 出 部 を O・N・S 化合 物 (アス ファ ルト 様 物 質 ) 及び 
アル ミナ 吸着 柱 の 残 湾 の 4 成分 と する 。 

2) 試料 実験 に 供し た 八郎 潟 の 試料 の 位置 ・ 深 度 ・ 岩 相 に つい て は 第 1 図 一 第 2 図 
a,b, < 及び 第 1 事 に 示し た 。 他 に 比較 の た め に 高知 県 浦 の 内 湾 底 質 試 料 3 個 及 び 岩 手 県 
SES Bss, 秋田 県 男鹿 半島 , 長野 油田 地域 の 夫々 代表 的 な 油 母 岩 (女川 岩 相 の 硬質 
JES, 黒色 泥岩 ) 7 個 を 分 析 し た 。 浦 の 内 洲 の 試料 は 灰白色 の シル ト 質 粘土 で 内 殻 の 破片 
が 多数 人 稿 まれ て いる 軟弱 な 廣 質 で ある 。 


4. 実 験 ft R (第 1 表 ) 

1) ベン ゾー ル ・ ア セト ン ・ エ タ ノ ー ル 混 溶 媒 に 依る 抽出 量 一 般 に 抽出 量 0.2% DL 
上 は 黒 名 ター ル 状 で 粘 処 性 を 帯び , 0.1~0.29%6 で は 神 色 館 状 , 0.196 以下 で は 黄 福 色 の 
か さき さかさ し た 画 形 の 抽出 物 が 得 ら れる 。 八郎 潟 試料 24 個 の 中 , 最大 0.3196(A 3a), 最小 
0.0496 (A4c, 45), 3245 0.1496 CHAM, PB OMVAHSMMERS (, ROSE 
少く な り , VERE L PAHS SLE IO BRB NZ. 浦 の 内 湾 3 個 の 平均 は 0. 0996 
で , 硬質 泥岩 で は 地域 に 依り 異 つ た 結果 が 得 ら れ た 。 

2) クロ マト グラ フ に 依る 溶出 量 

a) 正 ヘ キサン 溢 出 部 : 無色 透明 の 油性 粘 稀 の 物質 で 八郎 記 の 全て の 試料 に 訟 の め ら れ 
た 。 最大 7.5%, 最小 1.8%, 平均 4.6% で あぁ る が , 抽出 量 の 少 い 試料 程 , 換言 すれ は 深 
度 の 深い る の 程 飽和 記 化 水素 の 深 出 量 が 多く な つて いる 。 ま な た 浦 の 内 湾 で は 僅か に U-61 
CAD SONNE Bo 

b) ベン ゼン 溶出 部 : HE ORME CENA OY ML IRT VS TEETH 
AAT ROVEK CRIS So 最大 8.0%, Heb 1.896, 平均 4.79%6 で , 平均 値 で は 正 へ 
ォ キサン 深 出 部 と 殆 ん ど 変 りな く , また 同様 に 深度 に 上 比例 し て 芳香 族 系 炭化 水素 も 多く な つ 
て いる 。 OAS Cla 1.5%, 硬質 泥岩 で は 試料 7 箇 の 平均 13.5% CH So 

c) ピリ ジン ・ ア セト ジン ・ エ タ ノー ル 溶 出 部 : ペン ゼン と の 境 は ビリ ジン と の 暗 礼 色 
へ 誠 示 色 帯 前 線 の 流下 で 区 別 さ れる 。 アセ トン エタ ノー ル を 加え 得 ら れ た 溶出 分 は 叶 
視 色 鈴 状 の 物質 で 最大 26.796, 最小 7.7%, 平均 20.29%6 で , O-N-S 化合 物 も 深度 
と 比例 関係 に ある 事 が 認め ちら れる 。 HON CS 21~2296 G)\ EBVO FA & [ANIA C & S 
33, BYE CL © PIG 42. 296 を 示す 事 は 現世 堆積 物 と 比較 し て 注目 すべ き で あろ う 。 

DE (100 < CN A CAN EE 
結 部 の 各 百 分 率 の 合計 ) DHAMD LL CRDS れる 。 大 体 7096 以 上 が 分 離さ れず に ア 
ルミ ナ 柱 に 残存 する 。 
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5. 老 察 と 今後 の 問題 

八郎 潟 底層 に つい て は , その 後 の ボ ー リ ング に 依 つ て , 引続き 検討 を つ ゞ ける 予定 で あ 
る の で , 今後 の 問題 と も 関連 し て , 今回 の 実験 験 果 に つい て 一 応 指摘 すべ き 点 を 掲げ る 。 
a) 深度 に 対す る 抽出 量 と 炭化 水素 及び アス フ ア ル ト 様 物質 の 量 的 関係 AS, A4, 
A\5 の 和 名 井 戸 及 び NBG 号 井 の 分 析 値 か ら 一 般 的 に 表層 に 近く 抽出 量 が 多い 。 そ の 大 部 分 
EIR Oz TT 7 CRM ES アル ミナ 柱 に 吸着 され る 物質 か ら な つて いる 。 し か し 
深度 の 増加 と 共に 抽出 量 は 減少 し , BUCAKHO ( 飼 和 炭化 水素 + 芳香 族 記 化 水素 ) は 相 
対 的 に 増加 し て くる 。 こ の 関係 を 夫々 深度 と 抽出 量 に 対す る 炭 化 水 素 の 比 , 及 び 〇 ・ Ne 
S 化合 物 の 比 を と り 図 示す る と 大 局 了 的 に は 何れ る も HHI PREE & oP BARK BBM 3B 
め ら れる (第 3 図 )。 以 上 の 関係 は 勿論 八郎 渦 の 一 断面 に 於 ける 実験 結果 に 過ぎ な い が , そ 
の 記 化 水素 の 由来 と し て は , 生物 が 死 


F 3 > 
\ ean KU O.NS (eB¥a/h Rs ee 
Dee OID OTR eS Gos Con BO 分 解 作 用 の 結果 生成 され た も の 
: L#Abn, この 作用 が 堆積 的 な 場 の 
10 \ 条件 で 異 る 事 で も あぁ あらう が , や は り 時 
: 間 の 経過 diagenesis と 共に 進ん 
eu だ も の と の 帰納 的 推察 が 可能 で あろ 
’ 49 Smith バボ メ キシ コ 深 堆積 物 か ら 
30 a PAGZKSS & FHL 深 さ の 増加 と 共に 
—o— A3 —@e A3 * 
—o— As ーー As 有機 物 が 石油 質 の も の へ と 変化 し て 
—A— As —h— AD ager i 
-®— NBé -e— NBé WAERS 推論 と 照合 し て 興味 ある 
BAKE ONS 化合 物 ee 
第 4 図 ONS 化合 物 . 押 出 量 Se 
OGIO Os N04 005 この 問題 は FETC VEE RO 環境 -—— 
® AmB 黒色 頁岩 生成 HEBER) DBO 
Seren 石油 地質 学 的 問題 と か らん で VR 
Go (B=) の 堆積 学 的 - HSA RAO AeA と 
共に 老 慮 され ね ば ば ならない し, また 他 
© ° の 多く の USE RHE RMD Boe HX 


比較 検討 さる べき 性 質 の も の で あら 3 う 3。 

b) 現世 暴 積 物 と 互 油 母 岩 と の 有機 物 組 成 の 比較 の 問題 : 従来 石油 母 岩 の 有機 物 の 研 
究 は 石油 生成 機構 及び 石油 母 岩 の 良 舟 と 併せ て 油田 予 窒 へ の 応用 の 目的 か ら 行わ れ て 来 
Ro 最近 で は クロ マト グラ ブフ 法 を 利用 し て 裏 昌 本 油田 の 試料 に つい て 有機 物 の 質 的 , 量 
的 組成 の 研究 を 行い 成果 を 挙げ て いる 例 も 見 られ り , この 種 の 研究 方 法 は , 今後 石油 鉱床 
学 的 問題 の 解明 の 一 助 を な す で あ ろう 。 今回 八郎 泥 と の 比較 盗 料 と し て 7 個 の 硬質 泥岩 の 
分 析 値 を 挙げ た が , それ に 依る と 抽出 量 に は 大 き な 変 化 は な くく 黒色 タ ー ル 状 の 物質 で ある 
WB, TAVbT 7 TVS BYES O HL) \ ARV LER LL CHEFS, BRC ON - SUE 
合 物 は 4096 も 占め , 且つ アル ミナ 柱 に 吸着 され る 人 残 溶 成分 が 少く な つて いる 。 抽出 量 に 


1) 柳下 秀 晴 , 鈴木 好 一 : AaB, 21, 107~108, 1956. 
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対す る 炭 化 水素 の 比 (X) と O・N・S 化合 物 の 比 ( マ ) と の 関係 を 示し た も の が 第 4 図 で 
DOM, 硬質 泥岩 は 八郎 潟 ・ 浦 の 内 湾 と 比較 し て ratio が 共に 高い 。 この 図 は 双 X> マ Y 
が 大 きく な る 程 相 対 的 に より 石油 の 成分 に 近く な る 事 を 示し た も の で あぁ ある が , 八郎 況 に し 
て る も 硬質 泥岩 に し て も X<Y の 結果 で ある 。 

次 に 夫々 の 実験 値 の 正 へ キサ ン , ベン ゼン , ピリ ジン ・ ア セト ン ・ エ タ ノ ー ル の 各 沙 出 
分 の 割合 を 三成 分 系 図 に 依 つ て 示す と 第 5 図 の 如く で , JV EVBORRNLIEN S Hv 1596, 
ベン ゼン 15%, UR 


グー 第 5 図 
70% を 中心 と し た 人 附近 H 
に 集中 する 。 


ミ れ ら を N.P,Stevens 
SY OD Lie FY 
AERVERULBOSS 
と 比較 する と , JVERRBO 
深度 の 浅く 表層 近い も の 
L— BC OBEO RAKE 
WAL Cw So Btcsbly 
Kee - SIT ASKS - AKA 
REE” OAR L 7 RL 
田 の 油 砂 及び 原油 を 記入 
し て 見 る と , 夫々 特徴 的 
な 位置 を 占め , アス フ ア 


i SRS L Re 
ル etal A | Son ABB 747 2MRIE | ups 
ee eC Ce ° ior ot om リ 等 に 依る 
が , 浦 の 内 湾 一 八郎 泥 っ 9 B= AGH H nnso Re MER 

ae ; @ 東山 油田 油 砂 が 
AER eo RIO © 東山 油田 原油 P.A eyo Te トン penn a 
配列 関係 で 暗示 され る 。 FI 


この 方 向 は 叉 石 油 化 作 用 の 進路 を 意味 する も の で あぁ あり, 今後 石油 母 岩 の 占め る 位置 と そ 
の 地域 的 な 特徴 , 或いは 石油 母 岩 と は 無関係 な 堆積 岩 中 の 有機 物 の 占め る 位置 等 を も 併せ 
て 考慮 し て 行か ね ば な ら な い 問 題 で あら う 。 


本 研究 に あたり 昔 重 な 試料 を 提供 し て いた ゞ いな た 石油 容 源 開発 株 式 会 社 岩佐 三郎 氏 , 分 
析 操 作 に つい て 御 教示 いた ゞ いた 次 源 科 学研 究 所 液 木 春 視 氏 に 感謝 の 意 を 表す Do 


高 研究 費 の 一 部 は 文部 省 科 学研 究 費 に 依 つ た 事 を 明記 し て 講 意 を 表す る 。 


1) 前 出 
2) 北崎 梅香 : ARDS, 36, 19~26, 1954. 
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On the carbonate minerals associated with ore deposits 
in Kyushu (1). 


#2 fy #8 = (Kunihiko Muta)* 


Abstract: Some carbonate minerals associated with ore deposits, 
may be introduced into the vein in the form of “ore solution’’, while 
the others are gathered from the country recks themselves through hy- 
drothermal alteration as seggregation veins. 

Tais paper deals with the general modes of occurrence and chemical 
composition of the various carbonate minerals associated with ore deposits 
in Kyushu, and from these data, the origin and genesis of them are dis- 
cussed here. 


Ho yk a SS 
鉄 床 の 脈 石 と し て 最も 普遍 的 に みち られ る 鉱物 の 一 つ に , Ca, Mg, Fe 及び Mn の 炭酸 
塩 鉱 物 が ある 。 然し この よう に 普遍 的 に みち られ る に る も 拘ら ず , それ ら の 化学 組成 変化 と 鉱 
床 と の 関係 に つい て の , 詳細 な 系 統 だ つた 研究 は な され て いな い 。 記 酸 塩 鉱物 の 由来 が , 
た と え 母 岩 の 変 質 そ の 他 の 作用 に よ つ て , AEE OA) され た も の で も, 又は 地下 湊 
所 より 供給 され た 場合 で も , これ ら 講 成分 の 変化 は 少く と る も, BORRACHOS SRRAILO 
一 過程 を 示す も の で ある 。 故に これ ら の 録 物 が 普遍 的 に な み ら れ る こと か ら , その 鉱物 の も 
つ 意 味 を 充分 に 検討 する こと に よ つ て , BX ORROKAD, 探査 の 指針 の 究明 , Zoe 
ンス の 区 分 等 に も 大 に 寄与 する も の と 思わ れる 。 
BLE LLC 九州 産 炭 酸 塩 鉱物 の 化学 組成 を 明らか に し , も つて 旋 酸 塩化 作用 の 
D, 叉 は その 共生 関係 の も つ 意 義 に 就 て 若干 の 考察 を 行う 。 
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BRMCOARRMICKWAPICECRMERE BLY 

鉄 床 る も ARTI EVEA ORO 産物 で ある か ら , 先 づ 第 1 表 に , GRAS, MRE RL 
a RUA KR, A7 7971} RUBGREROZC, Nb ORBAD BRD 
化 の 末期 に と 生じ た と 思わ れる REVVER MOIR RL DLYINSO 炭酸 塩 鉱 
物 の 化学 組成 の 変化 が , 母 岩 の 化学 組成 に 大 きく 左右 され る と すれ ば , これ ら の 問 に も ほ 
ぽ 一 定 の 関係 を 生ずる の で あぁ る 。 

“HR? 中 の も の で は その 大 部 分 が , Fe, Mn RU Mg に 富み , 大 体 に 於 て 護 く 母 岩 
の 性 質 を 示し て いる よう に 思わ れる 。 併 し 石英 粗 面 岩 , ベ グ マタ イト 及び 安山岩 等 に 伴う 
も の に は , 余り 著しい 差異 を みな い 。 た ゞ し この 場合 安山岩 産 の も の は , 第 1 図 の よう 
に , 同一 宰 洞 中 に 常に 百 鉄鉱 や 東 沸 石 等 と 共生 し , 母 液 の 分 化 が 充分 に 行わ れ た た め に 


* DN KALA 
1) 小 出 博 : 地質 , 56, 351, 1950. 
2) 桂 WH: 地球 化学 討論 会 九 大 総会 に て 発表 , 1953. 
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単純 な 方 解 石 を 生じ 


様 な 例 は 去 武 岩 冠 洞 中 に 方 解 石 叉 は BARE 


生ずる 場合 に も 認め 
ペグ ケ グマ 
BRRUBAAO I 
BLE HRY 
ABC, REDS sil 


FICHE 


と が 判る 。 同 様 な こ 
いて も 云え る の で あ 
物 の みなみ に つい て 得 ら 


共生 鍼 物 と の 関係 や , 


充分 検討 すべ き は 当 
BROOKE, 鉱床 
次 項 の ょ うな 関係 が 


鉱床 の 型 と 炭酸 塩 鏡 物 の 主 成分 と の 関係 


火山 岩 類 に 成因 関係 ある 鉱床 
: BRR その 大 部 分 が 単純 な 方 解 石 よ りな る (第 2 表 及 び 第 2 図 )。 但し 金銀 


[1] 
4) 


ト や 石英 粗 面 岩 中 の も の で は , 


Ea ( 脈 状 を な し て 切る ) を みる の 
iceous で ある と が FZ 
の 残 紅 に 迄 良く 反映 し て いる 。 結局 個 
HAMID (CARD OACI, 母 
の 由来 や 性 質 を 推 知 す る に は FED CHWS 


た も の と 思わ れる 。 A 


bttA6 — = MERU 


に は 称 に 少量 の 白雲 母 


々 の 
液 


1 


と は 録 床 産 講 鉄 物 に つ 
ろう 。 従 つ て 炭酸 塩 鉱 
Viz 結果 も, 更に その 
微量 成分 その 他 よ り 
CHS そこ で 共生 
の 種類 別に 大 別 す る と 
見 られ る 。 


第 1 図 佐賀 県 藤津 郡 五 本 


安山岩 幸 洞 中 に 生じ た 方 解 石 の 産 状 


方 解 石 , J … Ya 


FEY BY ea 


ay DR Zefa, Cie: 
pa, M … 自 鉄 鉄 


鉄 床 の な か で る も 由 亜 氏 鉄 その 他 の 鉄 物 に 宮 む , 旭 鉱 山 産 末期 品 出 の も の に は , BB EE 
つて 自 雲 石 や アン ケル 石 を 認め る 。 同 様 な 産 状 で , KA, 山 ヶ 野 及 び 申 木野 鉄山 より も 少 


第 2 図 ( イ 4) 各種 鉄 床 産 炭 酸 塩 鉱物 中 の Fe,O, 
(total Fe) と MgO と の 関係 
eA EB © CC > 
SRC on ae eas ay a 
1 iin iin | a 
a 
2 5 © SS hel er 
= 
ee - 
Bee RR ee 


M $ 


(44) A … 酸性 深成岩 類 に 41 


15.: 20 


SO 


SG (Wt) % 
UCfE 5 GRR BE, B-: 3% 
キー スラ ター ガー 型 鉱 床 産 


HO Hitt RA RU アン ケル 右 
等 を 産 す る こと が ある 。 

一 方 本 邦 各 地 の 金 ・ 銀 鉱床 で 
は , 度々 Mg, Fe RU Mn 等 に 
富む 炭酸 塩 鉱 物 の 産出 が 報告 さ 
れ て いる が , 概 し て 次 の 鉛 ・ 亜 鉛 
SKE ETE L 6 70 
Sh - RBASKAS 九州 で は 
大 山 岩 類 に 成因 関係 ある 標 式 的 
な 鉛 ・ 亜 鉛 鉄 床 を 認め ぬ 。 た ゞ 
鹿児島 県 大 谷 鉄山 で は か な り の 
HOSA RUPE & LES SD, 
PARLE PUOC その 傾向 
は 不明 で ある 。 RUA A HBPE 
の る の で は ば は 記 第 86 表 の よう < 
Mg, Fe 及び Mn 等 に 富む も の 
が 多く , 他 の 鉱床 に 比べ て , アン 


0) 


HBG DR SS 


ZS pt 


の が 多い が (72 & ALL ATHRIUAB SCO ho HAE PES A 
(RACH 4S), 


鍋 ・ 鉛 ・ 亜 鉛 等 を 伴う 鉱脈 で は , 著しく 鉄 若 し く は 満 俺 に 


第 1 表 KKNAO Bai Mere 
EM CE TE ee hal cane SHS Cm ki ae EE 
状 | ok 物 名 | SiO, | Al,O, | Fe,0,-FeO| CaO | MgO 
Qisexe eels mB) 012) - | 0-28 | 55.26| 0.10 
(2)| 石 英 斑 # — — 1.18 | 52.70 0.16 
(3) x77 74> ” 0.32 2 0.12 55.35] 0.28 
(4)|mmoaeIe | BH Bl — | 0.04) 0.04 35.404 Ouse 
| ee ge) — — 6.51 350547 9) | 1-41) Seas 
| 4 i = 多 | ーー | 
So a (om) B = = 0.31 Oy/ 
(1) 佐 賛 県 東 松 浦 郡 有田 町 黒門 山 ) (2) IAT REBAR, (3) te eR 
at 那 郡 旧 木町 山 ノ 田 , (4) CARER RT RADY, (5) GLRRPRE 
KA (分 析 者 桂 MH) 

第 2 表 九州 の 金銀 鉱床 産 炭酸 

S| z wo | gk % #%| SiO, | Al,O, | Fe,0,-FeO| CaO | MgO 
alae we w| & @ @| 0.22] 0.20) 0.80 | 5460] 0.90 
(2)/ 6 & o Wy Pp 0.04 | 0.69 | 54.82| 0.73 
(3)| 8 GR a age 1.30) 0.21) 0.17) | 55.40| 0.54 
7 a! = 0.20 | 0.30 55.05| 1.60 

bee == cr eres = 1.96 34.30) 17.91 

” © | BR les = 0.22 55.05| 1.50 

(4)| #4 ok ia) FH Me A) 0:01/0.11 0.92 1.51] 53.42] 0.65 
” b ” 4.40 0.12 53.35 | 0.32 

6)i& Bw wW ” 0.26] 0.32 | 1.72 53.40] 0.63 
(6) | il) 7 SF Bk iy a ” = き 0.48 | 54.22| 1.61 
Ww b 4 = マー 0.90 54.00 0.74 

)} iy BH ok Ww ” 0.05 = 0.53 | 54.21] 0.52 
(8) | = Jil ok wy 2 — 0.35 59.22 0.31 

TARE 

(9) | #8 ACSF GK Ly a ” 0.89 x 0.02 55.40| 0.05 
1” b i 1.10 — 0.08 55.30 0.05 

試料 産地 : (1) 佐賀 県 西松 浦 郡 有 田町 , ( タ ) 及び (3) 大 分 県 日 田 郡中 津江 村 , 

4) ESE RATB APA, (5) 同 県 始 良 郡 山田 村 , (5) 及 び (6) 同 県 串木野 市 
VA, 白雲 石 , 満 俺 アン ヶ ケル 石 , 凌 満 俺 鉄 等 の 現 出 が 著しい 。 こ れ ら 現 出 の 理由 に つい 
て は 後述 す る 。 

[21 7s Vc BIR & Z BAER 
4) Fa RECTED Gp - Bh HLSAGRPR BeHMGA AR PEO % Ol HMAEBLETSY 


F わ な い に か ゝ わら ず PORE ZA 
aU RARE 


RPET So FC SERIO EO AWC T S ARE eB OGRE Cid, BORO | 


| 


to OG aR 


BE 19 


42 72 ie WR bt SK 


MnO | Ig. loss| & 2} |. 4% 考 
0.10 43.45 | 99.31 |\Baqe see 
1.33 43.72 | 99.09 |enimeher re icEV 
tr 43.40 | 99.47 石英 と 共生 
0.10 43.38 | 99.40 }h7G, BROKE L tee 
co 
0.76 35 83 | 99-21 | 多 産 する 
| CO at 
1.68 42.87| 96-20 前 者 より 少 い 
塩 鉄 物 の 化学 組成 
MnO | Tg. loss | 2t | fa Ze 
-*0.23| 42.90] 99.55 
0.05 | 42.75 | 99.08 
0.39, 42.52) 100.53 | 多 産 する 
0.45! 42.50|100.10| » 
Oz 45.18} 99.80 晩期 に 少量 なる 
a) pes ao. 78 99.55. 少 い 
0.20| 44.30| 101.12 ae 松田 俊治 
0.10 | 41.30| 99.59 石英 を 混入 する 
0.20 42.50| 99.03 
0.45| 42.61 | 99.37 晩期 品 出 
1.78 42.50 | 99.92 早期 品 出 
0.42| 43.28! 99.01 
0.51 43.45 | 99.84 
0.40 43.03| 99.79 
0.32 | 43:14} 99.97 
外 に 清 石 鉱床 の 2) 8 


や , KEBCED BUNS 2 次 生成 の 喪 石 を 生じ , 


iy 


DELEAE tA) (5 3) o 


ae 


次 生成 の も の と る も 考え られ る 。 


2) 松隈 寿 紀 講 師 の 観察 に よる 。 
3) RHE : Bk, 36, 351, 


1950. 


Y 7 VE RUBE +A (pistome- 
site) の 産出 が 知ら れ て いる (尾平 
鋼 硫 脈 , 蔵 内 本 負 , 内 口 鉄山 , 353#e 
IB St, 蔵 内 豊栄 鉄山 , 木浦 鉱山 等 )。 
SB 3 RCA Le 尾平 銅 移 脈 及 び 蔵 
内 本 鋼 産 の も の は , いずれ る も pis- 
tomesite 又は アン ケル 石 に 相当 す 
る 化学 組成 を 示す 。 HL SARA 
鉄 化 作用 の RARER に 生じ た と 思 
われ る 仏 頭 状 の も の は HAC HO 
た 。 RHE SET S 豊栄 鉱山 
BG EOCIOW WET YTV 
に 属す る 。 更に 討 州 鉄山 産 の も の 
も Mn に 富む の を 大き な 共通 し た 
特徴 と する 。 
アン チ モ ニ ー 鉄 床 単純 な 
方 解 石 を 主 と す る 場合 が 多い が , SF 
崎 県 大 内 平 鉄山 の よう に か な り 
の 変質 帯 を 伴い , PORRSAGK - BGG 
等 を 相当 に 共生 する も の で は 白雲 
石 や アン ケル 石 を 生ずる (BARE 
U 第 2 図 )。 

[3] 含 鋼 硫 化 鉄 鉱床 

鉱 体 に 直接 伴 つ て 産 す る も の は 
少 い 。 TL BX § GRU IES ORE 
25: (HRA RVC FR CSP) 中 に 生 
U, 鉄 化 作 用 と 関連 性 ある と 思わ れ 
る も の を 選ん で 分 析 し た 。 その 大 
部 分 が 方 解 石 で , 時 に 白雲 石 を み 
る (第 5 表 及 び 第 2 図 )。 

[4] 滑 右 鉱床 
その ほとん ど が 鉄 其 苦 土 石 及び A 
圭 石 で ある や 。 この 初生 的 な る も の ・* 
これ ら る も 1~5% 


a) 


aoe 
20 4G oh ty Ok ROE S&H 
2M (0) ARO MREOKO MnO (|) 滴 俺 鉄 床や 2 
と MgO 2 OBS ほとん どの 場合 , i RA~B 


滴 俺 鉄 で ある 。 

[6] むす び 上 述 し た 鉱床 の 種 
類 と , 炭酸 塩 鉱物 の 化学 成分 と の 
関係 か ら , Baits KIS 
虐 分 化 の 余り HEX DEBREO % 
の で は , 一 般 に 鉄 (THE) に 富む 
る の が 多く BHACOUAL KH 
に , FRR 2 A, RIC 
BBS La SZMMASSEIU 
思わ れる 。 BRIBES Bt 
it 75 BERGA IR (硫化 鉱物 や ゃ 硫 塩 鉄 


MgO (Wt) % 物 の 共生 に 逐 し いか , ZOBLW 


[ZE) 記号 は ( イ ) に 同じ 。 2 次 生成 の も の (AK る もの) に 多 産 する も の は ほとん さ ど 
BOB MEUM K LY OPA eH) WEBI 方 解 石 で , Tit ES neice BIER Sh SR 


示さ ず 。 VC BUG Cla 7 vr UG (時 に 
Brae) を 多 産 する 。 キ ー ス ラー ガー 産 の も の は 方 解 石 で ある こと が 多く , 滑石 鉱床 産 
CILRBELA~ HEA CH 0, 満 俺 鉄 床 産 で は 満 俺 に 富む 種類 の も の を それ ぞ れ 産 す る 。 

鉱床 母 岩 の 化学 組成 と 淡 酸 塩 鉱物 と の 関係 
鉱床 母 岩 の 化学 組成 と 炭酸 塩 鉱 物 の 種類 と の 間 に は , 超 塩基 性 岩 及 び 満 俺 鉄 床 に 伴 つ て 
PET SIRT RL, ROB LU BRILA SNAG RUZ AINA OS ¢ 2B 
右 安 山 岩 中 に 発達 する に も か DST, 苦 土 及び 鉄 に た に 逐 し い 方 解 石 よ りな り , HOCH 
岩 類 に 伴う 酸性 火成岩 中 叉 は 頁岩 ・ 砂 岩 及 び ホ ルン フェ ルス 中 に 発達 する 鉄 床 に , Fe や 
MS SAC BURRS PES SIS (木浦 , 尾平 , 対 州 , BER, 大 内 平等 )。 BIS 
多く の 場合 母 岩 の 性 質 と 炭酸 塩 鉄 物 の 主 化学 成分 と の 間 に は , 余り 密接 な 関係 は 認め られ 
TR EG CHS 

ERAIK VES GRO ET D He BRIE LORS 

FUN DBE AKTE REREAD 72 DNCIX, 談 酸 塩化 の 苦し いも の が あり , 時 に は その 維 脈 坪 
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FUE L REESE CIOR L 72K CHAI 2 BDNS MULT LO 


こと が ONS SER 


ECO RBGECOR LWBR, 即ち あたかも これ ら の 鉱床 群 が 炭 酸 塩 化 に 適当 な 深き (Bk 


液 の 性 質 ) に 位置 し た こと を 示す も の と 思わ れる 。 こ の 際 , 串木野 ・ 山 


ヶ 野 型 金銀 鉄 床 を 


FEO TERRI, 恐らく CO。 そ の 他 の 講 成 分 に 富ん で いた と 思わ れる が , 炭酸 塩 鉄 物 の 至 


成分 , 例え ば 硫化 マグ ネ シ ウ ッ ウム や 硫化 カル シッ ウム 等 も, 金属 成分 の 重要 
を 構成 し て いた と 考え られ る の で , 炭酸 塩化 の 総 て が 単なる 母 岩 より の 


な 運搬 液 の 一 組成 
再生 や 分 必 の み に 


よる も の で な さく, 矢 張り その 一 部 は 地下 深 所 より 供給 され た も の で ある ろう 3。 


FU) ORB SER BE PER Mg, Fe 及び Mn 一 炭酸 塩 人 が 逐 し い 


> 東北 及び 北海 


道 地 方 の 同様 な 鉱床 に 比べ て 著しい 特徴 と 云え る 。- 特に Mn 一 炭酸 塩 鉄 物 が 九州 っ 東北 


ACEI NBS IT SANS, 鉱床 と 火 成 活 動 の 関係 , つま り 鉄 床 
洗 掛 り と し て 重要 な 意義 が ある 。 


区 を 検討 する 際 の 


(未完 ) 


SFRETHAORRREARRATOFEANA 


A Common hornblende in monoclinic pyroxene-hornblendite 


of the Miyamori district, Iwate Prefecture. 


Ba 陽太 郎 (Yo6tar6 Seki)* 


Abstract: The mineral common hornblende was separated from 


clinopyroxene-hornblendite in the ultramafic mass of the Miyamori dis- 
trict, northeastern Japan. The common hornblende, which crystallized 


after the formation of associating clinopyroxene (Wo,, En,, 


cular %) in magmatic condition, shows the following optical, 


chemical characters : 


Fs , in mole- 
physical and 


@ = 1.652 X : pale yellow 
B = 1.669 | y—a@ = 0.027 Y : dark brown 
Cf = MCAS) Z : dark brown 
(—)2V=78° (calculated), =80°~ 81.5° (observed) 
CZ ces AY I 
IDES 


AT ‘Me uv 
(Cay.973 Nao.a33 Ko o19) 2.435 (Alo.gg7 Fe’’’o.s92 Fe’1.565 M&e.sas M09 83) 5.087 


(Si 6.5381 Al 1.669)8.000 O 21.909 (OH) 2.091 


The X-ray powder diffraction data of the mineral is given in Table 3. 


Meer, すでに , SEMA ORMBESKICL TT, いく つか の 問題 を と りあ げ て 報告 


LizZtBHS 22d, 4BKO 一 部 を な し , dunite, peridotite 


及び Kept & A 


き , SNEOBAKU 29 SW CABLE LBA SNS MA - EE POMPE 


* BER ELS Pe 


Bok ip Ok RM AB 


FOP, YORE, 化学 組成 , X 線 粉末 写真 の デー タ な ど を 報告 する 。 

FER OABES, 1951 年 CRAWEYMSC, 久野 教授 の 指導 に よ ょ つて 行なわ れ な た s 
文 線 の デー タ を 得る に 当 つ て は , 東大 山崎 正男 氏 の 御 世 話 に な つた 。 ここ に 上 記 の 名 

民 に あつ さく 御 礼 遇 し あげ So 


= 状 

この 単 斜 輝石 * EGE, 前 に り SA “BERIT と よん だ も の の 一 部 で ある 。 
2M “Il? と し て まとめ られ だ た だ も の は , z-b ov FS, BOS - Anas. ANG 
#2, (GPG ATE, ARS PORE EO MRD, 普通 角 関 石 の 多い こと で 特徴 づけ ら 
らら の 本 は LLIKPOPIBKEKBILEL, —ODELEOKRW (OMDB 
& TO CREME REE (0 PADABE DORIA} ZY FRE, 他 の 農相 の も の に くら 
ACIERICY log MMO MMA, RAK, か ん らん 石 , BRR, THEA, Ae 
ACIRCHS, EN, MAVEALIREAMALOMICAi V7 }Y RRA, 叉 , 普通 
FBP & LABS LHC, 金 圭 母 が 品 出 する こと が ある 。 告 長石 は ほ ゞ 完全 
に ソー シュ ユラ イト 化し て いる 。 岩 石 に は , 一 般 に , EAE t Bin SHR BEE & 
り , その 締 状 面 の 上 に は , EEL CHARA OM BUN £ ARERBY 51S 
RIOR ao 角 関 巨岩 は , BNL by 47 東 200m の 鉄道 切り わり の Bers 
ら 採 集 し た も の で ある 。 こ の 填 出 で は , BABE - ANAS. Aes, BAA: BAN 
い 岩 が 互 に 移 化 し つつ , FR eRe CREE RL OS ANAT CHAN 
で ある 。 


CO MAIETE - APVENES: LL CHEE L REPEC EY RS (第 1 表 )。 


Sl ge: MAE - RTE OSM 岩石 で 最も 初期 に 卓 出 し た も 
組成 (Vol- 96) Olt MEYER DL COG 
Pian cane. thks は , 角 関 石 の 唱 出 に 当 つ て は , 想 
a 76.09% 4MEmaenrs  <, ARBOlE 
Jo (OB SAO ea Saat oS ee 3.206 AtiiaO PIC 丸い 形 で と りこ ま 
TERE RORVER 1.69% れ て いる か , 又は いく つか の 普通 
On Ey OC Si ee 1.89% 角 際 石 結晶 に よ つ て か こま れ て 


100.096 ~ AMAL BU: AMI BELT 
" BOTW So 次 の よう な 光学 的 
性 質 か ら , COMABRAIE Woy Eng, Fee (分 子 比 ) 位 の 成分 を も つら し い 。 
@=1.690, A8=1.708, Y=1.718 
¥—«=0.028 (+) 2V =54°~56° 


この 成分 は , CORBA - AINA KY AIC EBL CWS peridotite OPO MAE 
BEY OSA Fe に と ん で いる (BIN) MAHAL, 角 固 石 の 結 品 の 中 に 完全 に 
と りこ まれ た も の を 除い て は , MHhOL DY) RASH KTOt, 透 角 関 石 及び 緑 泥 店 に 
交代 され て いる に こと が あぁ る 。 


PARR HAMBAK (ONS LEAZDIABC, 叉 , c 軸 の 一 方 える 配列 に た よる 線 : 


1) 関 陽 太郎 : 地質 , 58, 505~516, 1952. 


* 
i i a ee ee a ey 


en ae | eee 


BEDS TALES PC ORR SE 
So m0 3.5 RU BB 
に 沿 つ て , ANARUR 
弟 有 に は る で 交代 され ぞ 
れ と 共に チタ ナイ ト が 分 泌 
され る こと が あぁ ある が , その 
変質 の 程度 は 単 斜 煙 石 の そ 
れれ に ぐら べ で は る か に さよ ね わ 
Wo 


普 適 角 関 互 の 諸 性 質 
BAAD, 岩石 より 
DBL, 磁力 分 離 器 と ク 
レ リ シ 重 液 で 行なわ れ た 。 
か くし て 分 離さ れ た 材料 に 
KOCH HSN? OF 
AOE OF 0 CH 
Bo 


a) 
た 化学 式 は 次 の 通り で ある 。 


(Ca Nag 433 K 0.019)2.435 (Al 


化学 成分 : B2#I, この 普通 


BLM SRR AAO MAE AO it 
cs 


VS 


Atomic % 
ROL: DL OAR: BSA BRU BAGS POM 


SHEA. 


AS: BAe TRNAS TOMA Che 
FRAO RA, 光学 的 講 性 質 そ の 他 は この 論文 中 に の 


べら れ て いる ) (I. D. Muir: Min. Mag., 29, Fig.4 に 
より , 光学 的 性 損 か ら 推 定 さ れ な た ) 


(Sig sa Aly g6¢) 8.000 O21.909 (OH)2 991 


図 石 の 化学 分 析 の 結果 を 示す 。 そ れ よ り 導 か れ 


TIT uM 
0.337 Fe 392 Fe” 1.565 M&2.54¢ MM 9.083) 5.087 


第 2 表 : UA BOIL AT 


(AA =BR—) 
wt. % Atom. prop. 
SiO 43.01 Si 6.331 
TiO, 1.02 AL teeg} 8-000 
Al,Os | 11:85 Al 0.387 
Fe,O, 3.55 Beg 05392 
FeO 12.72 Se 1.565% 5.087 
MgO 11.62 Mg 2.548 
MnO 0.66 Mn 0.083 
CaO 12.55 Ca 1.978 
Na,O 1.54 Na 0.438} 2.435 
K,O 0.11 K 0.019 
H,O 2.13 OH 2.091 
H,O— | 0.05 O 21.909 
Total 100.81 
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alt 


b) 光学 的 性 質 及 び 比 重 : 光学 的 性 質 及 び 比 重 は 次 の 通り で ある 。 
& = 1.652 


Be—wls6.69 Y-a@ = 0.027 
ee IED) 

(—) 2V=78° (calculated) CL xX : pale yellow 
| =80°~81.5° (observed) ¥ > dark-brown 


Z : dark brown 
D= 3.17 


C) X 線 粉 末 写 真 の 解析 値 は 第 3 表 の 通り で あぁ る 。 


3H 宮守 地方 の 単 斜 輝 石 ・ 角 隊 石 岩 中 の 
境 通 角 図 石 の X 線 粉末 写真 に よる 解析 値 


d(A) Int. d(A) Int. 
9.30 Ww 2.291 Ww 

9.04 WwW 2.163 w 

8.45 vs 2.046 Ww 

EOS Ww 2.016 Ww 

7.08 Ww 2.001 w 

6.70 w 1.865 Ww 
4.907 Ww 1.825 Ww 
4.758 Ww 1.815 Ww 
4.514 w 1.789 w 
4,215 i 1757 Ww 
3.543 Ww 1.724 Ww 
3.461 Ww 1.649 i 

3.383 i 1.615 Ww 
SES Ss 1.595 w 
lz vs 1.585 i 

2.941 w 1.555 Ww 

2.806 Ss 1.541 Ww 
2.741 Ww 1.521 Ww 
2.708 i 1.505 w 

2.595 i 1.481 w 
0 w 1.445 i 

2.382 w 

2.343 Ww 


(w : weak, i:intermediate, s: strong, 
vs : very strong) 
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SRWICRM ST SZARAR SI OWT 
On the quartz-diorite occurred at the Mt. Mito. 


倉 # 文雄 (Fumio Kuramochi)* 
渡 辺 & X (Sadao Watanabe)* 


tract: The writers examined the quartz-diorite occurred at the 


Mt. Mito, and they are considering it for the heat source of the Tsurunoyu 
hot springs. The results are as follows. 


(1) 


The quartz-diorite occurred three stocks on a small scale. (2) 


These stocks have nearly same rock minerals and textures, and may be 
intrusived about same stage. (3) The rock is the medium grain and 


holocrys 


talline, and its marginal parts are the fine grained rocks. (4) The 


Itsukaichi-Kawakami tectonic line cannot be found in this region. (5) The 
bed rocks about the Mt. Mito consist of sandstone with thin slate layers. 


Ws | Be = 


東京 都 西多摩 郡 奥多摩 町 湯 場 に 湧出 する ' 稚 ERY の 熟 源 と し て 考え て いる , 三 頭 
山 に 志 出 する 石英 隊 緑 岩 を 調査 し た 。 そ の 結果 石英 図 緑 岩 は 三 頭 山 を 中 心 と し て , 小 規 模 


な 岩 株 状 を 


な し て 3 個所 に 認め られ る 。 そ れ ら の 石 理 ・ 録 物 成 分 は ほ ゞ 同一 で , その 周縁 


部 は 約 20m に わた つて 細 灯 と な り , 周囲 の 岩石 (BR IMA) に 接触 変質 を あ た 


ON 


2. th Heit 質 


SLL OMWE SD CIRC, RAK ARANO> HOT, 壮年 期 の 地 貌 を 呈し て 
ぃ る 。 三 頭 山 (1,527.5m) は 東京 都 西 多摩 郡 と 山梨 県 北都 留 郡 と の 境界 を な し , また 多 


鹿 川 ・ 秋 用 


・ 鈴 中 と の 分 水 界 を な し て いる 。 


三 頭 山 附 近 の 地質 に つい て は 既に 種々 の 記載 が ある 2945) それ ら に よる と , 三 頭 山 


は ジュ ラ 紀 


島 ノ 巣 層 と 白 己 紀 小 仏 層 と を 界 す る 五日市 一 川上 構造 線上 に あり , TOMA 


iB RS, 南 斜 面 は 小 仏 層 が 広く 分 布 し て いる 。 
今回 の 調査 で は , 三 頭 山 の 北 斜 面 お よび 南 斜 面 と も 岩 質 的 に は 殆 ん ど 同 一 で , Be ICHE 
板 岩 を は さむ 秘 岩 層 が 分 布 し て いる 。 その 走向 は N60°~80°W で , 傾斜 は SW60°~ 


* 東京 都 水 道 局 小河 内 貯水 池 建 設 事務 所 

1) APESCRE: 地学 雑誌 , 65, 699, 1956. 

2) 鈴木 敏 : 甲府 ・ 東 京 図 幅 (20 万 分 の 1) , 1888. 

3) ABET: 地学 雑誌 , 37, 431, 1925. (時 期 は 中 部 白 蛋 紀 層 堆 積 後 と し , まな た 位 


置 は 北 秋川 丹波 川 に 沿う と し て いる ) 


A) = -EA 


i? 八王子 図 幅 (7 万 5 千 分 の 1) 同 地質 説明 書 ,) 1932. 


5) 藤本 治 義 : 関東 地方 [日 本 地方 地質 誌 ], 14~32, 1953. 


28 mm A ORD GR OS A ae 


80° CHS. また 三 頭山 を 走る 五日市 一 川上 構造 線 を 確認 する こと は で き な か つた 。 
石英 関 緑 岩 は 前 述 の 構造 線 に 治っ つて 導 太 し た も る ので, その 時 期 に つい て は 御坂 層 (下部 
中 新 世 ) 後 , 岩 殿 山 奏 岩層 (上 部 中 新 世 ) 前 の も の で ある と 考え られ て いる "。 今回 の 調査 
に よ つ て , 石英 図 緑 岩 は 三 頭山 三角 点 の 東方 に 1 個所 , COBIAN WBE LC BREA 
し , それ ら は 小 規 模 な 岩 株 状 を な し , 径 約 0.3km な いし 1.2km 程度 で ある こと が 知ら れ 
た 。 説明 の 都合 上 これ を 東方 か ら 順 次 西方 え エ , II, III 岩 株 と する 。 (第 1 図 参照 )。 

BUMBBLUMABL, Ht Bs BRM tC OR MAME 1,2 の 沢 に お いて 認め 
られ る 程度 で ある が , GEMGEOMREH 20m は 急冷 の た めか , 一 般 に 細 灯 で ある 。 
さら に 接触 部 の 砂岩 は 石英 黒 


第 1 図 三 頭 山 附近 の 地質 OT ) 
( 示 日 市 一 川上 線 は 三 士 知 芳 , 八 王 寺 7 方 BS aes a 
SSFAO 11 ES) Atk, それ ら の 境界 が や 


> AEBPEOD 場合 が あぁ る 。 特に 
I 岩 株 東 周 縁 部 の 細 殺 石英 項 
緑 岩 の 幅 は 部 分 的 に 大 きく , 
約 100m に も お よん で いる 。 
それ と BI REPRO 接触 部 
に お いて , RRL KAR B 
2 図 に 示す よう に COREA 
の 状況 を よく 示し , 野外 に お 
いて ホル ン フ フェルス と MG 


rN 


\ 
aS 


A-B aw 


[DS] 8/8 & 
Beil: th WB Ar; 理 
Fl emteemses [7] am, aa 


Ava Rs 
に ボル ンジ フェ ルル 


英 図 緑 岩 と の 判別 の 盗 料 と な りう So 

i CLT 岩 株 石英 図 緑 岩 の APU BEACHES, 小 規 模 で は ある が や ゝ 黒 味 を 呈し た BG 
Aiea (11-3) が 踊 出 し て いる 。 ま た 動力 変成 に よ つ て 生じ た , FORA aR 
の 境界 と ほ ゞ 並行 で ある る 。 さ ら に 基盤 に 与え る 熱 変成 は 石英 関 緑 岩 の 境 界 か ら 0.5km 妊 
度 で あ Do 


1) 藤本 治 義 : ATH, 49~50, 1953. 


ee 


tga seo 
Ast 


研 


ブ u 


Re 


x. 


3. 岩 AOD 観 B 


1 24k USER CPLR EC PRTC, 7% fakin: 角 図 石 ・ 黒 雲 
角 関 石 等 で , その 他 副 成分 鉄 物 と し て 正 長 夏 ・ 5 
譜 灰 石 ・ ジルコン 等 が 認め られ る 。 


れる 。 主 成分 鉱物 は 倖 長石 ・ 石 英 ・ 
・ 磁 鉄鉱 ・ 


斜 長 右 は 中 性 長石 で , 最大 対称 消 
き 1.6+2.0mm C7 V2 4 +R 
BEAL OW CL EBRY 51S 
いる 。 ARAL EBRERS, 
1.2~1.4mm が 多い 。 YRifi—in 


光 角 は 29°>30 で ある 。 fixe 


Eee) de UR Ti 
th O Sk oh @ FSEE LL 


OB 


化し て いる も の る も 認め られ る 。 BE 
褐色 一 暗 福 色 の 多 色 性 を 示す 。 角 隊 石 より 


は 緑 泥 石 に 変化 し て いる 。 TE 
IIBAXNCCZRZEORNE 
2 岩 株 


a 


lke AL, また 
Blinks X 0.5mm 程 


Be Be: ARABS C, その 他 副 成分 鉱物 と し て 砂鉄 鉄 ・ 


Bo 


斜 長石 は 中 性 長石 で , 最大 対称 消 光 角 は 30° CHS 
1.0~1.2mm で アル バイ ト 式 双 品 お よび 累 帯 構造 が 朗 


の 鉱物 を 包ん で いる が その 量 は 他 株 と 比較 し て や や 少 い 。 
1.2~1.5mm で 淡 緑 色 一 緑色 の 多 色 性 を 示し て いる 。 


3 aR 


ん で いる 5。 


PRG - YNAVYBLEA CW So 
SR AIS Pies 


KEKE PRA mE C, AIR CAAA - 
株 の 南西 縁 接触 部 に み ら れ る 岩石 IIE-3) POU 


vs 


ERDUMMNIARE BE: ANS, 副 成 分 鉱物 と し て 正 


一 般 に 自 
\ め られ る 。 
FAN Als 


BERK CF 


自 形 短 柱 状 を な し 長 


帯 構造 が 認め られ る 。 石英 は 他 
, 部 分 的 に は モザ イィ Te 
HX 6mm 程度 の 大 き な 結 品 も る 認め られ る が , 
周縁 部 は 分 解 し て 緑 泥 右 に 変 


Brees 
SIRE Yee le 
— HRs 


ECHBtEL, 淡 宰 灰色 一 
も 多 色 性 が が 強く , £7 ANA CAA 
“a 1.5mm 程度 で カー ルス バド 式 双 上 品 を な し , 


その 周縁 部 


— jhe 


ieee Al CARIES £<(MMO SNS. ERAMMILES 


PIRAG - VV AI yERRwDMbN 


BER e 72, HS 
石英 は 他 形 
自 形 長 桂 状 で 長 さ 


tel, 


BEAR BDSNS, COR 


fr BU, 角 隊 石 を 比較 的 多 基 に 


e 


REC, 最大 対称 消 光 角 は 29° Sees で ある 。 一 般 に 


第 1 表 HW ha O ZAM Le (%) 


A 


IER & LR 


at I [| 
ena 1 2 3 4 1 1 2 3 
. | 
7a x | 27.5 | 39.5 | 32.6 | 10.9 | 25.0 | 29.4 | 27.5 | 4.3 
ee eee |. 24 68 0:8 |) 1.2 
Ae 156.6 | 51.1 | 60.4 | 746 | 63.3 | 65.8 | S02 sierag9 
mw = g| 0.3 | 1.0 Bs 0.4 3 e 162 
ee rg 22) 1.0 s 11.0 | 11.6 s 0.6 | 46.4 
@ Ye | 10.5 oY/ 6.9 1.0 = 4.0 9.9 = 
moe ee OS | EOE | ot = J 0.1 
2 100.0 | 100.0 | 100.0 | 100.0 | 100.0 | 100.0 | 100.0 | 100.0 
a 
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& 1.0<1.2mm C7 V4 bAMGB LOB PRBERAY SNS. 石英 は 他 形 を な し ;, 
Sh eR LCS. AAR ABREERT, RS 0.5~0.8mm CRE REO 
多 色 性 を 示し て いる 。 黒 雲母 は 大 き さ 0.5mm 程度 の 自 形 を 量 し , 強い 多 色 性 を 示し て い 
Bo 一 般 に 角 隊 石 ・ 黒 雲母 の 周縁 部 は 緑 泥 石 に 変化 し て いる も の が 多い 。 


第 3 図 
Q MF 
KF PL Q+KF 
Q MF 
KF PL Q*KF 
MF 
KF PL Q+KF 


南西 線 TII-3 OMA (PRIEBA CA ZB, EAP (0.5~0.8mm) を な する の 
が 多く , LRT VAT PARRY SNS PIGS 0.5mm 程度 で , 大 部 分 が 分 
AL CARVE EL, その 判別 は 困難 で あ SM, それ は 一 手 し て 角 図 店 と し て 容積 比 を 
求め た 。 


第 4 図 2AM MBE (RR=2D, 


32 BARD ARR AB we 


EER ORIRDO ARLE Ie Toe Te ROE いわ ゆる 
BRAGEORE ACS 0), ARAKI bBASNS. RAR? Bet 
鏡 写 真 は 第 4 図 に 示す 通り で ある 。 


4. B 約 
東京 都 水 道 局 に お いて , 現在 多摩 川 止 流 に 小河 内 志 坦 を 築造 し て いる 。 そ の 洪水 区 域内 
HED HERDS YD, その 調査 の 一 環 と し て 三 頭 山 附 近 に 露出 する BRN! © 調査 し 
た 。 そ の 結果 次 の こと か 判明 し な た 。 

1) 大 英 関 緑 岩 は 小 規模 で は ある が , 3 個所 に 岩 株 状 を な し て 蜜 出し て いる 。 

2) 3 岩 株 と も 組成 久 物 ・ 石 理 等 は ほ ゞ 同一 で , 同時 期 の 導入 の も の で あろ 3 う 。 

3) GMBH PRUE CHS, その 周縁 帯 約 20m LN CH So 

4) 三 頭 山 附 近 に お いて , 五目 市 一 川上 構造 線 を 確認 し えな か つ な た 。 従 つて 右 英 隊 緑 岩 
は その 構造 線 に 治 つ て 導入 し た も の か 但 か , な お 不明 で ある 。 

5) 三 頭 山 の 南 北 両 斜面 と も , CORBI RICHER TILA TWEE, CORE 
傾 斜 は ほ ゞ 同一 で ある 。 ま た 石英 図 緑 岩 の 境 界 か ら 約 0.5km の 箇 囲 接触 変質 を うけ て 
いる の が 認め られ る 。 


終り に の ぞ み , 種々 御 教 示 を 賜わり まし た 当所 所 長 佐 藤 志 郎 氏 , RRA 
治 義 氏 に 対し 深 其 な る 感謝 の 意 を ヨ 
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The relation between lattice constants and chemical components 


in wolframite series. 


ma & 2 f& (Kotoyo Takano)** 


Abstract: Ferberite-wolframite-hubnerite series are studied using 
the X-ray diffractometer, the spectrochemical apparatus and the chemical 
analytic method. Specimens are collected from Takatori-mine, Ebisu- 
mine and Togane-mine in Japan, and from Korea. Data from these 
samples are compared with that of Bloch and A.S.T.M. cards, which are 
similarly calculated for lattice constants. The results ate shown in Table 
2 and Fig.l. It should be suggested that the expansion of cell dimen- 
sions near hubnerite is caused by the substitution of the larger Mnt? ions 
instead of the smaller Fet? ions, As shown in Fig.l, it is ensured the ex- 
pansion in these series are not only characterized in the valve of ap, but 
also shown in that of by and Cy, which are not so largely as the former. 


1) Johannsen, A.: A Descriptive Petrography of the Ignecus Rocks, I, 
4 ISIE 
・ Sistine nen 8 AER a 

東 東京 大 学 理学 TBA) ee ae 
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Additionaly, the goniometrical data on wolframite from Ebisu-mine 
are shown in Table 3 and Fig. 2, in which several new faces of the mineral 
in Japan are also reported. 


1. 秩 言 
鉄 マ ン ガ ン 重 石 系 は normal anhydrous tungstate で A (X04。) と し て 表わさ れる 
が , 天然 に 産 す る も の は すべ て [(Fe, Mn) WO。』] で , 人 工 的 な も の と し て の み 両 側 の 端 
成分 が 存在 する り 。 すなわち , FeWO, 及び これ に 近い 成分 の も の を 鉄 重石 (ferberite), 
Mn WO, 及び こ れ に 近い 成分 の も の を マシ ガン 重 右 (heubnerite) と い ゝ , COME 
続 的 に 変化 する 固 深 体 で あぁ る 。 この 系 烈 の 容 凍 群 は P2/C で 単位 格子 に 含ま れる 分 子 の 
数 は 2 で あぁ る 。 こ れ ら の 関係 を Broch2) 第 の 数 値 に ひと ずい て 表わす と , PIROLS 


Fa 1 ae 
Mn09%| FeO% ao Do Ce Aye lB oop B 
kx kx kx F 
FeWO,(art.) 0 4.70 5.69 4.93 | 0.825: 1: 0.866) 90°00’ 
Ferberite 2~8 | 15~25| 4.71 5.69 | 4.95 | 0.828: 1: 0.870} 90 00 
Wolframite 14 5~15| 4.78 Ses 4.98 | 0.837: 1: 0.869] 90 26 
Heubnerite 20 0~5 | 4.82 5.76 4.97 | 0.837: 1: 0.863) 90 53 
MnWO,(art.) 0 4.84 5.76 4.97 | 0.841: 1: 0.863) 90 53 
Vz Do 


FeWO, trip MROREBAIL B=90°00' と な る 。 一 般 に Mn% OMAL HIE 
ELT a 及び 8 角 が 連続 的 に 大 きく な つて 単 斜 量 系 と な る 。 
筆者 は 茨城 県 高取 鉱山 産 の 鉄 マ ン ガ ン 重 石 に つい て 化学 分 析 を 行い , さら に 日 本 電 興 の 
好意 に より 頂い た 朝鮮 産 の 鉄 マ ン ガ ン 重 右 と 共に X 線 廻 折 計 数 装置 に より 各 恒 炒 を 求め 
て Fe と Mn の 9% に よる 変化 を 研究 し た 。 そ の 結果 Brocf 等 の 数 値 を 裏付け し て a。 及 び 
8B が 次 第 に 増す ば か り で な く , さら に Do 及び co。 に つい て る も Broch SORA AO CHF 
大 率 は 低い けれ どる ゃ も 同じ 傾向 に ある こと を 確か め た 。 その 後 さ ら に A.S.T.M. cards の 
中 に 記載 され て いる この 系 烈 の 鉄 物 全 部 に つき 検討 を 加え , この 中 より 分 析 値 の ある も の 
2 個 を 加え た , 4 個 の 信頼 出来 る と 思わ れる も の を 選び 出し て , これ ら の XM RO (Ea 
か ら 恒 数 を 求め , さら に 30 年 夏 村 岡 久志 , 加藤 昭 両氏 が REL CRON RIB Se A 
GEL & 7 ABE PED Bw vy AV BAO ぶ 線 回 折 計 数 装置 に よる 測定 結果 を 整理 し た と 
ZA, これ ら 4 種 の , 分 析 値 の な い 資 料 に も ao, do, Co, 及び 角 A の 問 に 一 定 の 関係 が 認 
め ら れ , X 線 粉末 写真 の 数 値 の 精度 の 高い も の に つい て は , その MnO% が 推定 出来 る 
EN YS 

また , 別に 加藤 昭 民 が エビ ス 鉄 山 で 控 集 され た , Evy ay BECE 5mm 内 外 の 3 ff 


1) Palache, C., Berman, H., Frondel, C.: Dana’s System of Mineralogy, 
7th ed 2, 1064~1072, 1951. 
2) Broch, N. A.,: Norsk Ak., Oslo, Mat.-Nat. Kl., Skrifter, No.8, 1, 1929. 
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の 千晶 に つき 測 角 を 行 つ た 所 , BH ARSRLONC AAR CWS 木村 正 氏 の 乙女 鉄山 産 の 


CE RE EE NE OD 
NE A Ea IF big NT Den as EN EE AT NR EHR ee 
ay fee No. 3 HR ft No. 2 faa 取 
al 7 a 野 高 野 高 a 
MnO % 21.8 21.4 17.0 
X 線 波長 Cu Ke Cu Kae Cu Ka 
(b k }) 実測 値 | 計算 値 | 実測 値 | te fe | SH fe | at Se 
(010) 5.764A 5.767A 5.756A 5.761A| 5.748A 5.740A 
(100) 4.833 4.832 4.833 4.830 4.812 | 4.810 
(011) 3.779 3.777 3.776 3.773 3.770 3.764 
(110) 3.708 3.701 3.693 3.687 
(111) 2.961 2.923 2.963 2.963 2.968 2.954 
(020) 2.880 2.884 2.882 2.881 2.868 2.870 
002) 2.498 2.498 2.498 2.497 2.495 2.493 
(021) 2.478 2.474 2.471 2.462 
(200) 2.416 2.416 2.416 2.415 2.404 2.405 
(210) - 2.238 2.227 2.220 2.218 
(121) 2.214 2.221 2.209 PDA) 2.208 2.209 
(112) 2.054 2.070 2.056 2.065 
(030) 1.920 1.920 1.915 1.913 
(022) 1.887 1.887 1.886 1.882 
(220) 1.853 1.852 1.840 1.851 1.849 1.843 
(130) 1.786 1.788 1.784 1.784 1.778 1.778 
202) 1.748 hy 1.750 1.736 1.736 1.731 
zal) 1.728 1.736 1.727 1.735 1.721 1.729 
(032 1.529 1.524 1.519 1.518 
(113 1.512 1.520 1.511 1.515 
(311 1.473 1.481 1.468 1.481 1.473 1.475 
231 1.442 1.441 1.440 1.439 1.434 1.435 
041) 1.385 1.385 1.381 1.379 
004) 1.249 1.249 1.247 1.248 1.246 1.246 
042 1.245 1.244 
(050) 1.154 1.154 1.147 1.150 
(052 1.049 1.047 1.047 1.046 1.043 1.043 
(233) 0.989 0.991 0.988 0.991 0.987 0.988 
ie 0.958 0.962 0.960 0.960 0.956 0.956 
025) 0.944 0.946 0.943 0.946 0.942 0.942 
(062) 0.895 0.897 0.895 0.896 0.893 0.893 
(154) 0.837 0.838 0.833 0.832 
(006) 0.832 0.832 0.831 0.831 
(451) 0.822 0.822 0.822 0.822 0.819 0.819 
(600) 0.805 0.805 0.804 0.805 0.801 0.802 
ag 4.832 4.830 4.810 
bo 5.767 5.761 5.740 
(en 4.997 4.993 4.988 
8 90° 49° 90° 48’ 90° 39’ 
ECR Pe ED Es i a 


1) 伊藤 貞 市 : 日 本 鉱物 資料 , 2, 129, 1937. 
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も の 等 に よる a,b, m,x. 9 OBHOM 


NR DORK Ht & 


ea 


te 


Carash = YL ALi % fe |) Luxenburg 
Boldyrev = Lis ea iS | Boldyrev 
eA abi ee Be ie kee kes 3.74 
Moka Fe Ke Fe Ka@ Mo Ka 
実測 値 実測 値 実測 値 実 UW fe 
NE TE A 
4.80 Aid 4.76 4.68 
3.73 3.77 3.77 3.72 
3.664 3.654 3.64 
Roe. 2.940 2.938 2.93 
2.87 2.866 2.863 
2.50 2.488 2.486 2.47 
2.450: 
2.380 2.380 
EA 2.202 RAS 2.19 
2.06 2.059 2.057 2.05 
2.02 2.014 2.098 2.00 
1592 1.909 1.906 1.90 
1.89 1.878 1.877 
1.84 1.830 1.829 1.82 
1.78 1771 ie fA Deel 
172 VTL V7 AT UE 7Al 
1.52 1.513 1.512 1.51 
1.47 1.478 1.471 1.46 
1.44 1.434 1.433 1.43 
1.38 1.375 1.373 1537 
1.24 1.228 
1.23 1.218 WSUS) 
1.12 1.141 3b 
1.09 1.038 1.08 
4.80 4.77 4.76 4.68 
5.75 5.734 5.732 5.71 
4.98 4.976 4.972 4.94 


1) SERIA AG : BIREEKINRE, 343~353, 1941. 


1(210) s (121) Ry f (011) の 三種 の 面 が 


ADbnhRo LOR, {mse 
aos 2 版 に 記載 され , まな た 1 
面 は 朝鮮 鉱物 誌 に 陵 洞 及び 大 
開 産 の も の と し て の み 記載 さ 
CV (SIND IES) 
き 簡 単に 報告 する 。 
2. 試料 

: 験 に 用 いた RAD —Dlk 
次 城 県 高取 鉄山 産 の も る ので, 
筆者 が 全 分 析 を 行 つ た と ころ , 
ERA WHO TTR are 
視 し て よい 程 少 量 で ある こと 
が 認め られ , さら に 東芝 マツ 
ダ 研 究 所 及び 東大 教養 学部 で 
スペ クト ル 分 析 を させ て 頂い 
72#PHLY, Si, Mg, Mo, Ti & 
が 極 く 少量 で ある こと が 確認 
され た 。 ETCHED 2 種 の 
資料 は 日本 電 興 より 頂い た も 
DC, 同社 の 東京 研究 所 で 行 
つた 化学 分 析 値 より Mn0% 
を 求め る と , それぞれ 21.8% 
BU 21.49% に な る 

次 に X 線 廻 折 計 数 装置 の 使 
用 条件 は 次 の 通り で ある 。 対 
陰極 CuK& (Ni フィ ルター)】); 
矯 隷 電 序 835kV ジイ ラン 
ト 電流 10mA 及び lomA; 
scale factor 8 及び 4; mul- 


> 


r 


tiplier 1; time constant 4 
秒 及び 8 秒 ; divergent slit 
1° wu 4°; receiving slit 
OlO56: 4 27am 
slit 1° 及び 4° で 走査 速度 は 
毎 分 1/2” 及び 2° で ees 
PA Yk 20. 164° fy 2° = 
5&6 


scattering 
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3 種 の 試料 は 普通 の ガラ ス の ホル ダー に 埋め て 行い , 走査 速度 1/2” の と き は 主として 
プラ ジル 石英 を 用 いて calibration を 行い , また peak の 読み 取り は 2/3 の 高 さ で 行 つ 
た 。 こ の 結果 を 第 2 表 に 示す 。 単 斜 品 系 の 結晶 の 綱 面 間隔 d の 計算 で は 一 般 に (OKI) 及び 
(hk0) に つい て は cos 8 の 項 が 消え る の で , sin 8 の み の 影 響 を 受け る こと に な る 。 鉄 マ 


第 1 図 鉄 マ ン ガ ン 重 石 の 格子 蛋 数 曲線 
MnO % 


. egies 
500 


A;Art. Broch; B: Ae3 aay, C: 
BAe 2 高野 D : Colorado Broch, 
E: ax 高野 , FE: Corash Boldyrev, 
G:Zinnrvald Broch, H:2¥2% & 
i, 1: peek eee. J : Luxenburg 
Boldyrev, KT California Wn C. C., 
LL Australia Harcourt, M: Art. 
Borch 


ン ガ ン 重 石 の 場合 , 最大 の A を と つて る も sin 8 
=0.9999 と な り , これ ら の 指数 の も の に つい 
Clk, 8 の 影響 を 全く 無視 する こと が 出来 る 。 
し た が つて (h00) (0k0) (001) (Ok1) 及び (hk0) 
の 講 面 に つい て , 予備 的 に AGRO も の と 
仮定 し た 計算 を try and error method GK 
め た 後 , 一 般 指 数 (hkl) 及び (h01) か ら BO 
値 を 計算 し た 。 幸い これ ら の 数 値 に つい て は 
(b00), (Ok0) 及び (001) OSH, HHO RA 
が 比較 的 多い の で , これ ら の 数 値 ょ り 和 格子 恒 
数 を 求め , いく つか の 主要 な 面 の 和 廻 折 値 で 補 
TEXTI DEAR LR, LNS5OD 3OY 
の に つい て は 各々 計算 値 を 求め ROAM CA 
し た 。 この 結果 は 非常 に よい 実験 値 と の 一 致 
が み ら れ た 。 
3. A.S.T.M. cards 等 に よる 数 値 

次 に 最近 A.S.T.M. cards) を 調べ た と 
ころ , この 系 列 に 属す る も の の 中 , 分 析 値 の あ 
る や の の つか あつ た oC る US SSS 
Boldyrev に よる も の で , その MnO% は 
Carash 産 の も の は 15.496, Luxenburg HO 
も の は 3.749 CHO, LH5 OMA 
ずれ る も 指 炒 が ボ つ いて いな い が , SHOE TRA 
CMa CR, 格子 恒 数 を 計算 し た と こうろ; 
筑 2 表 の よう に な つた 。 これ ら 5 個 の 値 と 
Broch に よる 4 つの 値 を 縦 軸 に MnO9%, 横 
軸 に 格子 恒 数 を と つた グラ フ に 投影 する と 第 
貞 較 の RC 

SHITE ASK MERE SAG, 200m GEE 
集 さ れ た 試料 及び 同 県 達 ヶ 根 産 の も の , 及び 
A.S.T.M. cards で 分 析 値 の な いも の か ら , 
※ 線 廻 折線 の 数 値 の 信頼 度 の 高い と 思わ れる - 


1) American Society of Testing Materials: Cumulative Alphabetical and 
Grouped Numerical Index of X-ray Diffraction Data, 1954. 


2) に 関し て は 計算 が 完了 し て いな い の で 第 1 図 に 入れ て いな い 。 
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Harcourt jz k % Australia OYOL, Carifornia 産 の も の に つき 格子 恒 数 を RK 
め た 。 既 に 得 た 9 個 の 分 析 値 の ある 試料 に よ つ て , 此 の 曲線 の 輪 廊 は ほ ゞ 決定 され て いる 
の で 墓 横 軸 に 平行 に お いた 定規 に に これ ら の 恒 当 を マー ク UTEP SEAT EH) St CBE 
BO‘ MBXUSARIIEDNIEEVO この ょ うに し て ご れ ら 4 つの 値 に つき それ ぞ れ 
の MnO9% を ェ ビ ス 11%, HT 1096, California 396, Australia OR 
横 還 か ら 求 め る こと が 出来 る 。 現在 前 者 2 つ は calibration し て いな いし , また 他 の 2 
つの る の る さぶ 線 廻 折 値 の 精度 が あま り よ く な い の で , コン マ 以 下 の 桁 を 早急 に 云々 出来 
な い が , 分 析 値 の ある 3 つの る の と 同じ 条 任 の 測定 を 行え ば , さら に くわ し さく 推 定 す る こ 
と る 出来 よう 。 ま た これ ら の 数 値 が こ EWR] —— 2 
形成 に た 大き な 役割 を 果す も の と も な る 訳 で ある 。 Bl oes per CE ap DANT 
は 他 の 1/2 の scale Ci ae り 目 立た な い が , Broch の 数 値 に も ある よう に 
実際 に は ay の 変化 が 最も 閉 し い が , 他 の 値 で は Broch の 値 で は by で は マン ガン 重石 に 
近い と ころ で 2 個 と も 同じ 4.94 ne また co で は 4.98 MARE BORE, 4.97 
が 2 個 と 曲線 の 向き が 変 つ て いる 。 当時 の X 線 紛 末 写真 の 精度 で は 微妙 な 変化 に 期待 す 
る 方 が 無理 で ある が , ぶ 線 回 折 計数 装置 等 の 利用 に より 急激 に その 靖 度 が 増し た の で , 

by や Co OW THA と 同じ よう な 傾向 を も つこ と が 判 つ た の で ある 。 未 分 株 の も の に 
つい て は 此 の 図 が どの 程度 の 精度 を も つか 分 析 に より 確か め , さら に 両側 の 人 エエ pci 

も の 及び 他 の 数 多く の 試料 に より 此 の 曲線 の 信頼 度 を 増し た いと 思う 。 EKA. 
M. cards に よる と Australia, California, Luxenburg 産 -_ の も の の 間 に RBA, es 


第 2 図 エビ ス 鍼 出産 鉄 マ ン ガ ン 重 石 の 形態 
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I eee これ ら の 用 語 も 簡単 な 


4. 測 角 結果 
油 角 に 用 いた 結 醒 は 30 年 真 エ ビス 鉄山 採石 場 よ り 加藤 昭 民 の 探 集 され た 良品 で ある 。 
2 個 の 中 , MEN 2 個 の 個体 ギリ シマ 文字 の ヶ の 字形 に 互 に か ん 人 入 し 合 つ た も る ので, MB 
| と は 認め 得 な いも の で ある 。 い ずれ る も 褐色 が か つた 黒色 の 条 線 の つい た a 面 の 非常 に 発達 
| し た , 一 見 切 出 し の 刃 の よう な 結晶 で ある 。 両 個体 の 大 いさ は な ほぼ 同じ で その 一 つ を Ay, 
FED—O% As EL Ko 叉 別 の 伺 体 を IB と じじ て 表 わし た 。 A に つい て は Sl, Ay Ve 
化 作 用 を うけ て 反射 像 が は つき り し な い の で 2 回 , BB に つい て は _ 3 回 測定 を 行い , それ ぞ 
NOFA を 第 3 BIC ro 計算 値 は New Dana 7 版 と Goldschmidt!) の 両者 に よ 
つた 。 こ れ ら 譜面 の 中 , b 及び o は 本 邦 で は 比較 的 稀 , また 1 及び s は これ まで 記載 され 
て いな い 面 で 3), この 中 s は 朝鮮 産 の も の に る 記載 され て いな い 面 で ある 。 
稿 を 終え そる に 当り , いろ いろ と 御 指 導 御 教示 を 仰い だ , 東京 大 学 理学 部 伊藤 頁 市 数 授 , 同 
定 永 両 一 助教 授 に 厚く BALL EWS. まな た 実験 ・ 試料 な どの 面 で 御 世話 頂い た 東京 大 
学 理学 部 伊藤 順 ・ 村 和 岡 久志 佐々木 昭 * 加藤 昭 の 講 民 , AY MABE - SHSM, 
東芝 マツ タダ 研 高須 新一郎 ・ 藤 井 動 両氏 及び HABASHR MRM GORE 
く 御 礼 申 し 上 げ る 次 第 で ある 。 


イン ディ アフラ イト 結 品 に 関す る 一 老 窒 
(都城 , 飯山 両氏 の 反論 に 答え る ) 


A reply for the discussion by A. Miyashiro and T. liyama. 


FH # = (Shoji Terada)* 


% 浦 2 = (Kozo Sugiura)* 
sais 
寺 


筆者 等 の 小 報 文 “イン ディ アラ イト 結晶 に 関す る 一 考察 3) に 対し , 都城 秋穂 , 飯山 
GCE MERE) [RA] RROD, それ に つい て 筆者 等 の 返事 を 記さ せ て いた ゞ く 。 


1. BMRA WEOKR 


筆者 の 1M, 杉浦 は , 195146, コー ディ — 54 HEI BS SOK FL, その 
研究 結果 の 第 一 報 を 発表 し た 。 そ の 際 得 られ た お も な 結論 は 


* 東 京 工業 大 学 

1) Goldschmidt, V.: : Kristallographische Winkeltabellen, 366~367, 1897. 
2) weep: AAG, 2nd ed., 344~347, 1915. 

| 3) SRA, Bor: HR eNe, 3rd ed., 359~360, 1947. 

; 4) 杉浦 孝三 , SHB— : BH, 40, 127~129, 1956. | 

5) 杉浦 孝三 : Bhs 59, 323~328, 1951. 


71 ID » 


40 OK MD Gh OR MS 


1. Rankin 等 の 所 調 コー ディ — 71 } OFFI SRAIRD LW 

Q. © コー ディ ー ラ イト の 光学 的 性 質 も Rankin SORE LBA S (Wb aie 2H 
PE, ErCHSA)o 

3 天然 コー ディ —FA PEAT IF 1 — F741 Lid, ぶ 線 粉末 写真 で は 区 別 つ かな 
い が , TBR TF 7 CRE 5 ZEW 

4. @3—F4 —F74 bIBRRIICDIRL TT, ムラ イト を 生じ る 。 

その 後 , 該 結 品 に 関し て , H.S. Yoder), M. D. Karkhanavala 等 2”, 都城 秋穂 等 や 
の 講 氏 に より , 着 々 と 研究 が 発展 され た 。 特 に, 都城 氏 等 の 実験 に より 得 ど られ た 論文 は , 
きわ め て 画 期 的 で , 当時 の 同氏 等 の 言 に よ つ て も, 殆 ん ど 最 終 的 結論 の 感 を 与え た 。 都城 
Feels, 同 論 文 に お いて , 天然 コー ディ ーー ライ ト 結 品 は 擬 六 方 , 倖 方 品 系 に BT SI 
し , 合成 型 同 組成 物 は 完全 な 六方 品 系 に 属す る こと を 主張 し , これ を イン ディ アラ イト 
(indialite) と 名 付け (p.193), 前 者 と 区 別 し た 。 し か し , COA, Hd, イン 
ディ アラ イト は , 光学 的 に は 2 軸 性 , 負 で ある 場合 が 多く , Ete, 撫 六 方 双 品 は その 特徴 
的 現象 と し て , DO CHEKHMY SNS, ARS, これ を 該 結 品 の 光学 異常 に 基く 現 
人 象 で ある と 説明 し た (p.194), 
筆者 等 は , 都城 氏 等 に よる 以上 の 研究 を も と に し て , コー ディ 一 ライ ト 結 曲 に 関す る 研 
究 を 若干 行 つ た の で ある 。 と ころ が , 都城 , 飯山 両氏 に よる 「 反 論 」 に よれ ば ぼ ば; ARS 
は , その 後 , 新 ち た な 試料 を 得 ら れ , 研究 を 続け られ た 結果 , 前 述 の と は 大 分 異 つ た 結論 
に 到達 され た こと を 知 つ た 。 


2. SSSORR CA KRA 

1. 7KREORRBANCEOTHU, 4¥ ¥, ボカ タロ (Bokaro) RHBMAICeTS 2 
—F4A—-74 ba, Ki yF4T 77 > CHSI LU, MMR LY, AAFIICS 
いて 指摘 され た (p.193) 。 筆者 等 は , V. Venkatesh 氏 (特に 該 結晶 の 双 品 に つい て 研究 
し た ) より 試料 を 送 附 し て 戴き , 都城 民 等 の 結果 を も と に し , また , 普通 の 精度 の ガイ 
H-AVLI— - NRMP KY 20 =29°30? OMIA NSE -7RAGH 
系 的 分 離 を し な いこ と を 確か め , ARSORRBICES4 4 F4794 pRBLUCHY 
2. 他 の 一 つの 試料 は , 筆者 の 一 人 杉浦 が , 前 記 の 研究 の 際 , WFC L VARL 
た も の で あり , CNEAMMARBO MAO MRICS Niro REO FRE (p.191), ィ 
ER 用 いい たら 


Seer es) ea 
MRR GSI, 前 述 の 如く , イン ディ アラ イト が ぶ 線 的 に は 完全 な 六方 品 系 で ある に か 
> ゝ わら ず , 光学 的 に は 2 軸 性 結 唱 で ある 場合 が 多い が , これ は 該 結 晶 の 光学 異常 に 基く と 
し , その “' 擬 六方 双 品 "は , 実は , 擬 六方 双 品 類似 構造 で ある る と 到 う 意味 の こと を 述べ , 


1). Yoder, H.S.: Am. Jour. Sci., Bowen Vol., 569~627, 1952. 


2) Karkhanavala, M. D., Hummel, F. A. : Jour. Am. Cer. Soc., 36, 389~ 
392, 1953. 


3) Miyashiro, A., Iiyama, T., Yamasaki, M., Miyashiro, T.: Am. Jour. 
Sc1., 253, 185~208, 1955. 


4) Venkatesh, V. : Am. Min., 39, 636~646, 1954. 
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ボカ ロコ 炭田 産 試料 に つい て , CHL KC DOLL EMRANTWS (p.194)。 

筆者 等 も , ボカ ロ 炭 田 産 試料 に つい て は その 双 卓 性 を 検討 し た 結果 , これ に つい て は 双 
HAN SALA, Bld, 真 の 双 品 と 認め ざる を 得 な いこ と を 記載 し た 。 

また , 同じ 試料 に つい て 光 軸 角 を 測定 し た が , その 結果 か ふら は , 用 いた 薄 片 に 関す る 限 | 
り , その 値 は いく つか の 群 に 分 れ て いる の で , その 通り 記載 し た 。 


4. XX 線 的 性 質 


上 記 試 料 を , ※ 線 に 充分 の 時 間 蜜 出さ せる と , 普通 の 六方 唱 系 と し て の MMOD 
に , これ 迄 考え られ て 来 た 単位 胞 で は 説明 出来 な い , SGV 4 本 の 廻 折線 を 生ずる こと と を 
見 出し た 。 都城 氏 等 の 「 反 論 」 に よる と , 筆者 等 に 見 出さ れ た 弱い 4 本 の 線 は , ghost 
line で は な いか と 侍 わ れ て いる よう で ある が , これ ら は ghost line で は な いこ と は 却 
分 確 め られ た 。 

また , これ ら の 線 は , 天然 試料 に つい て る も , 合成 試料 に つい て る も 得 ら れる の で , Fei 
に よる 箇 折 線 で は な いこ と も 明らか で ある 。 

これ ら 4 末 の 線 に つい て は , 他 の 線 に 適用 され た a, c 週 期 で は どう し て る 指数 を 付け 
る こと が 出来 な い 。 FIT, これ ら の 4 本 の 線 を 説明 する 考え 方 の 一 例 (あく 迄 る 一 例 で 
2,3, 4,6, 8, 9 pai 

FAGAECADAL, cHHe 3 L UR, それ ら の 線 の 中 の 2 本 だ け に 指数 を 付け る 
SRE LIE, それ ら の 総 て に 指数 を 付け る こと が 出来 , その 他 の 代数 の 場 
合 で は 全く 不可 能 で あつ た 。 こ の こと は , 同時 に , それ の 逆 格 子 網 面 を いろ いろ の 方 向 に 
画 い て , 図解 的 に 確 め た 。 

都城 , 飯山 両氏 は , 「 友 論 」 において, 「 こ の よう な 巨大 な 格子 を も つて 試み れ ば , い 
つ で る も 価 と か 指数 を つけ られ る も の で あぁ る 」 と 云 つ て お らち れる が , 4 本 の 廻 折線 の すべ て 
に 指数 を つけ る こと に , その よう な "融通 "は 一 般 に は 示 可 能 で ある 。 し か も, DA 
拠 の な い 84KX を 用 いた の で は な く , 9xc を 用 いた の で あり , a や clk, EOWO 
数 を 乗じ た いろ いろ の 値 を 周期 と し て それ ら に 指 雪 を 付け る こと を 試み て も , 行わ れ た 限 
り に お いて は , 全く , 不可 能 で あつ た の で ある 。 

この 超 格 子 が 存在 する と すれ ば , コー ディ 一 ライ ト の 場合 その 原因 と し て 先ず 差 え ら 
れる の は , 六方 鎖 中 に お いて , Si の 1/5 を 占め る Al の 位置 に つい て で ある 。 即ち , KH 
方 鎖 中 に お ける Al が か た よ つ た な た 分布 を 示す た め に , 新 ち た な c 週 期 を 形成 する こと で 
ある 。 そし て , この か た より 方 如何 に より , 厳密 な 意味 の 六方 対称 は 乱 さ れ 得 る と 考え ら 
れる 。 

この 田 い 4 本 の 線 は , コー ディ 一 ライ ト の 結 品 に お いて も 認め られ る 。 

都城 民 箋 の 前 記 の 論文 を も と に すれ ば , SHAK CARA ARO ti Blo, インデ 
ィ ォ ィ ア ライ ト に お いて る も 光 軸 角 が 存在 する こと に な る 。 換言 すれ ば , 「 反 論 」 に お いて 用 い 
ENT ALBIARSOMMKMD HOT, 光 軸 角 が 存在 する こと に な る 。 こ の よう に 老 え る 
と 4 本 の 弱い 線 と , イン ディ アラ イト の 光 軸 角 と が 関係 ある よう に 思わ れ た の で ある 。 

し か し , 都城 , 飯山 両氏 の 「 反 論 」 に よる と , その 後 新 ち た な 試料 を 得 ら れ , 研究 を 続 
行 さ れ た 結果 , A の 値 と 光 軸 角 と の 聞 に 明 有 瞭 な 関係 が ある こと を 見 出さ れ た こと を 知 つ た 
DC, 筆者 等 の 前 記 の 考え 方 は 無理 で ある こと が 判 つ た 。 
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PTAA UPEM CH), - そ れ に 関す る 考え 方 は , その 原稿 を 書く 


れ ら の 結晶 た 関す る 知識 を も と に し て , その 一 例 を 示し た に 過ぎ ざ な い 。 
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度 」 は , その 後 の 都城 氏 等 の 研究 結 
ミイ ン デ ィ ア ライ ト の 方 向 に 転移 し 始め た 温度 」 と 
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に 生育 し た 地学 者 の 成 朋 
BON CHS Jay 


FAD sah & Welk 


構造 , 化石 , 
aR, HURON, 


=p 


Beene 7 a — 7D 性 質 を 明か に し , 


OO Ht 
安山岩 体 は 円 


高級 な 地学 筆 内 
a 


部 地 伏 教室 発 


ヒ 名 植物 群 を 認め た 。 
頂 状 の 山 で は な さく, A) 
じ て い る 。 こ の 書 は 大 山 , 古生物 の 研究 察 に と つて 貴重 で ある ば か り で な く 
記 と し じ し て も 利用 され よう 。 (本 90H, 
』 3£. 450) 


大 山 活動 の 
| 字 ・ 佐 保 累 


川 池 ・ 佐 保 素 
この あたり の 研究 


eS, 


aes 


ih - PRE O 


ECHSo 大 山地 質 が 瀬戸 内 系 全体 の 視野 に た つて , RZ, Boy 
上 時代 の 3 章 か ら 成 る 。 人 第 三 紀 及び それ 以 
TET VC AT HEARS 
HO Sli 多量 の 植物 遺体 を 採取 し , 2 
KERBARBDONWS =I 
BG, eis 


FYZOW CE 


[の 噴出 と 断定 


Me 10, 19564 


日 


» 古都 観光 の 


I, 京 大 理学 


【 吉 沢 〕 


抄 


ox 
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7990, aR att niocalite Nickel, 
eis 

+ 7 jh, Montreal p77 200H の 
Oka district 2.5 RE CHF IERO bo 
1x10mm 大 の 結 品 が 見 出さ れ た 。 Hae 
AAO 結晶 質 方 解 石 中 に 埋没 し , 
BCG, waiao, 黒雲 母 , pyrochlore, 
EUs Nb-perovskite 等 と HAL, 化 
OER, 化学 式 は Cas NbSi。 Ojc 
(O,F) と な つた 。 屈折 率 は =1.700, 
B=1.721, Y=1.730 G, =ahPee, 2V 
=56° で ある 。 結 品 系 は 単 斜 唱 系 と 考え 
られ る 。 BRFKI 3.01, 2.89, 2.85, 
3.24, 1.84A に 強い 線 が あら われ る 。 
MELE ix 3.32, 硬度 6 で , 物理 的 性 質 は 
wohlerite に 類似 する 。 AEM IE (CAL 
Nb, Si FERDLTAMARMCH?T, 
KOA ERD BG (Am. Min., 
41, 785~786, 1956) CL 
7991, オン タリ オ 産 白土 母 Hurlbut, 
MSE 

オン タリ オォ オ 州 , Metheuen Township, 


Blue Mountain の ペグ マタ イト か ら 産 
し た 戸 雲 母 の 良 結 量 に つい て 研究 し た 。 
結晶 は {O01}, {110} 及び {111} FER 
meEL, 他 {111}, {010}, {021} 
{112}, {112}, {011} が 認め ぢ れ た 。 多 
く は 『310] を 双 上 晶 軸 と する 婁 入 双 上 品 を な 
LOwAo HHT V AARC EOT 
a=1.5595, 8=1.5930, Y=1.5991 を 
fEtzg CA X=4°33', Y=b, 2V=45°38" 
で 光学 性 は 負 で ある 。 MO 
ay=3.18A, bo=8.99, co=20.11, 

| 96°, 比重 は 2.84 で ある 。 aes 
: 果 は SiO, 45.87%, Al,O, 38.69, MgO 


0.10, Na,O 0.64, K,O 10.08, H,O 
SW, ae SMe) 28 Faas, (Am. 
Min. , 41, 892~898, 1956) (RELL 
7992, Bakerite, priceite 並 びに 
veatchite の 再 研 究 Kramer, H., 
Allen, R. D. 
カリ フォ オル = マヤ 州 の 五 産地 か ら 得 られ 

た bakerite, priceite 及び veatchite 
の 試料 に つい て 光学 的 , 化学 的 , X 線 的 研 
究 を 行い , 次 の 結果 を 得 た 。Bakerite は 
8 CaO - 5B,O, - 6SiO, -6H,O の 化学 
式 で あつ て , 屈折 率 は =1.626, Y== 
1.665, fee 2.89, BE 2Vix BIH 
来 な か つた 。X 線 粉末 写真 は datolite に 
類似 する 。Priceite は 4CaO - 5B,O, - 
7H,O, %=1.573, A=!.595( 計 算 値 ), 
%=1.597, 2V ti) 32°, SHEA cH 
つて , 比重 は 2.415, Veatchite yx 3 
(SrO - CaO) - 8B,O, -5H,O, «=1.550, 
B=1.553(2+8(—), Y=1.621, 2Vie% 
25°, 二 軸 性 正 で ある 。 ih 各 鈴 物 に つい 
て その 役 量 元素 を 検出 し た 。(Am. Min., 
41, 675~688, 1956) [横山 
7993, 温度 及び 圧力 の 変化 に よる 方 解 
B-PIAH4 b HO 平衡 関係 Mac- 
Donald, G. J. F. 

メキ eens CaCl, 及び 

Na,CO, Wek b SALE T FAFA } 
を 試料 と し , 温度 i 0°C, 圧力 30, 
000 bars EO 問 の 両者 の 平衡 関係 を 実 
験 了 的 に 確 め た 。 RPG Griggs 及び 
Kennedy の ‘simp!e squeezer”’ 高圧 
装置 を 用 いた 。 leh l. o: P=16 
THaV400KE Nbars LO prac se 
され る 。 HUME COOEALEV KEW 
EAD FCLBMAILT FAFA RKB 
{G, AASWBANLT FAFA ROG 
解 石 に 転移 す Zo この 実験 より 得 ら ちら れ た 


P> 2 EK RR FA ws 


曲線 は , Jamieson (1953) が 熱 力 学 的 に 
求め た も の より 圧力 が 約 1500 bars 低い 
が , この 原因 は 明らか で な い 。 1 bar, 
25°C. FCs, F7AFA bls meta- 
stable DCH So 天然 の アラ ゴナ イト 
中 に 少量 存在 する PbCO。, SrCO。 等 は 
熱 力学 的 に みて アラ ゴナ イト を 方 解 石 以 
上 に 安定 化す る こと は HR CHA Io 
アァ アラゴナイト の 地質 学 的 な 生成 条件 は A 
だ 解明 され な い 。(Am. Min., 41, 744 
~756, 1956) (RAI 
7994, X#R 的 方 法 に よる kalsilite の 
組成 決定 Sahama, Th. G., Neuvonen, 
K. J., Hyténen, K. 

合成 kalsilite 及び ベル ギー 領 コ ン ゴ , 
Nyiragongo BOR hic BG LRAT 
% kalsilite 三 試料 の 計 三 試料 に つい て , 
新た に 化学 分 析 を 行い , 屈折 率 , 単位 格子 
(EAE WE Lo 合成 kalsilite は Na 
ES 純粋 な LOCHY, Na の 含有 
量 に よ つ て 単位 格子 恒 数 が 変化 する 。 今 
迄 報告 され た 値 を 参照 し , こ の 関係 を みる 
と kalsilite の 組成 は 100K/(K+Na) = 
100 — 227.27 (A- 6.264) で 表わさ れる 。 
と の A ム は Cu-Ke 線 を 用 いた 時 の 1012 
2 1011 &M 20 MHCHSZ: (Min. 
Mag., 34, 200~208, 1956) (ARI) 
7995, 4yF-, Chikla 産 Mn-H#i¢ 
ten Bilgrami, S. A. 

Ay Bhandara district, Chikla 
に ある Sitasaongi VVAVYBILICHKT, 
Mn kB eX AA7VI74 >} dH blan- 
fordite, »< 7}fi7q, alurgite, mangano- 
phyllite, «Lie & FUL, = neyo 
Uli ka Ch SR aa, ize Pc 産 
FAN TH, RRA OCA EI, 
光学 的 性 質 を 調べ た 。  Blanfordite は 
(Na, Ca)o.g9 (Al, Ti, Fe; Mn), oa (Si 
Al)» 99 Og.oo, %=1.732, B=1.756 7= 
1.770, 2V=80°, Hem 3.28, 2 FHA Is 


ペグ マタ イト 中 の も の の 方 が ,Si, Fe”,Ca 
が 少く Mn に 富む が , 光学 的 性 質 は 殆 ん ざ 
BEF, ペグ マタ イト 産 は と =1.725, B= 
1.728, Y=1.736, 2V=74°, the 3.66 
CHB Alurgite yx (K, Na, Ca), 69 
(Al, Ti, Fe, Mg, Mn), 49 (St. Al)a.oo 
Olin (OLED pean ake Sis a CSIs: 
V=N636, 2Vie 3") tee 2798o Mans 
ganophyllite は (K, Na, Ca); 4. (Al 
Ti, Fe, Mg, Mn), ¢5(Si, Al)a 09 Op.96(O 
TON CE 
2V=30°, fhe 2.98, SHAIER TTY 
4 }EOBRM Mn’, Al, Ca で 富み Mg 
MELO, 屈折 率 は 殆 ん ど 変 らち な い 。 
高 こ れ ら 鉱物 の 成因 は ペグ マタ イト に よ 
る Mn- 鉱 層 の 同化 作用 に よる 。 (Min. 
Mag., 31, 23€~244, 1956) CL 
7996, 陽 イ オン を 置換 し た illite WH 
土 の 物 理 的 性 質 Eschenburg, R.L., 
Stones RoISS IRM 

ィ リ フイ ィ イ 州 , Grundy County 産 の 
grundite と 呼ば れる KEEO 塩基 置換 を 
Catt+, Mgt, Nat &U NH, lec 
い , その 物理 的 譜 性 質 を 調べ た 。 NRK 
UAE ATS Kid, 試料 粘土 は mon- 
morillonite を 多少 含む iDite: 質 粘 士 で 
あぁ あり, 置換 する 陽 イ オン に ょ つて ARERR 
差異 が 現 わ れる 。 その 他 塩基 置換 容量 
(夫々 30m.e./100gm 内 外 ), 吸着 水 (Ca 
置換 体 が 2.9896 で 最大 , NH。』 が 最小 ), 
toed & PH の 関係 , BE, 1300~21 
50°F の 線 収縮 (Ca が 最大 で NH。』 が 最 
小 ), 1500~2100°F 問 の H,O の 含有 有 量 
等 を 比較 研究 し た 。! (Jour. Am. Cer. 
Soc., 39, 398~402,. 1956) CS 


eee ee ee 


BBE ROK UE 


7997, New Zealand の スピ ライ ト 
系 列 の 成因 Battey, M. H. 


抄 


New Zealand の .North 島 の 北部 に は 

REFZA BETH SETS. AEF 
A} RSS (RECA RBER BS) lL7 7 b 
ZEA NX Be PAR TVA THE 
伴う 。 塩基 性 度 は か な り 広い 範囲 を 示す 。 
鉱物 成分 は 草 長 石 , BAG, 緑 泥 石 , 鉄 
RCLEOBE, AKA, 7) 2, BR 
石 等 を 伴う 。 HARSHA CE LU ty 
HAS MIEG(37) 及び スピ ライ 
ト (7 ヶ ) の 分 析 植 が あげ て ある 。 既 発表 
の ケラ ト フ アティ ネー (8 ヶ ) の 分 析 植 と 共 
に (1) Fe: Mg: Alkali 三角 図 , (2)Ca: 
Nai: KG 248 Bic tae, New 
South Wales, 東部 Oregon 等 の 同種 岩 
Ae WR 7 trend を 示し て いる 。 即ち 
(1) で Fe に 富 な も の か アル カリ に 
富む も の と な る 。 (2) で は Ca に 富む も の 
が ら KK に 富む な も の に な る 。 

紫 等 と 他 の 石灰 一 アル カリ 岩 系 及び ト 
ウレ イア イト 質 岩 系 (後期 古生代 , スコ ツ 
トラ ンド 及び 北部 英国 の 新生 代 ) と 比較 
tHZELX, (1) で は 美 種 の 和久 で ラド の 宇 
要 分 布 は トウ レイ アイ ト 質 岩 系 subdivi- 
sion {—3%3 Zo (2) CIEKAU FADES 
ウレ イア イト の 領域 と 略 一 致す る が , K 
の 初期 に 於 ける 不足 が 前 者 に 比べ 後者 に 
み ら れ る 。 要する に 北 学 成分 上 か ら は 本 
地域 の スピ ビラ イト 系 烈 は トウ レイ アイ ィ イト 
BED EMO VY FORRES 産物 
で ある 。 RBMMTEDSILAZAKE TAZ IO 
低温 鉱物 は 既に 或 る 種 の トウ レイ アイ ト 
に み ら れ る 過程 で ある 。 (Geol. Mag. , 
93, 89~110, 1956) (FE) 
7998, イン ド Madras, Kadavur 地 


AOBREB—MRB Subramaniam, 
i ee 

南部 イン ド Madras の Kadavur 地 
域 の Archaean の 地層 ( 下 岩 , 石英 片岩 , 
: AAAS bMS) 中 に Sete er BO 
SEARO AE (MH 2097 FMB) WH So 


gR 拡 3 


本 岩 体 は ロー ト 形 の phacolith と 推定 
せら れ , 斑 岩 及び 石英 片岩 中 に 整合 的 に , 
急 斜 し た 落し を も つ 大 背 斜 構造 の 頂上 部 
に 位置 を 占め て いる 。 AAO ABMS 
SEMA CRIBB TAL, 中 心 部 は Ree 
囲 に 流 理 構造 を 呈す る 塊状 の ARAB 
ら 成 つて いる 。 此 等 岩石 の 岩石 学 的 性 質 
及び 化学 成分 が 述べ られ , それ か ら BEG 
岩 質 斜 長 石 岩 が 貫入 し た その 場所 で の 分 
化 の 結果 と 二 え られ る 。 KBE E % 
DR ERMET MERE LE & 7B L, BARRENS & as 
さ な い 事 。 層状 及び レン ズ 状 の イル メ ナ 
A} REG SANE a 3 D TFLESED PERE AR 
岩 体 が Adirondack 型 で ある こと を 示 
し , BRBBARAS HDS 分 化し た 
こる と ど を 示 で いる oe ニ =(Geol Mag, 93, 
287~300, 1956) (Fe) 


7999, JS UASIXKIS ATER SBI 
Reade Hh ele 


WLW AIRS (Ela Se WA O Het 
一 致す る 様 な 地殻 の 部 分 で は , ts 
(basement) 上 に 地 向 斜 堆 積 物 が JBC HE 
積 す る 様 な 山脈 地帯 の 深部 に ERIS ae 
払わ ね ば な ら ぬ 。 地 向 斜 の 凹 所 は 本 来 こ 
の 基 毅 岩 の 内 部 へ の 運動 に よ つ て 決 る と 
信 ぜ られ る 。 晩期 に 於 て は 構造 発 隊 は 山 
脈 地 帯 の 主要 変形 の 最 中 或 は その 後に 種 
々 な 形式 或 は 種類 の 花 賠 岩 類 を 伴う 。 そ 
れ 故 に その 研究 に 2 方 向 が あぁ ある 。 1 は 芸 
AEE DO Teh IO MBL HAT AH 
性 で あぁ あり, 他 は HMBAD ABD LES 
する 花 蘭 岩 の 出 現に 関す る も の で ある 。 
Wegmann その 他 の 世界 的 な 研究 は 基 毅 
岩 に 於 ける 変形 の 様式 を 示し た 。 造山 運 
動 中 , 基盤 岩 は 新しい 構造 を 得 , 局部 的 
に 可 器 性 と な る 。 この 状態 の 発達 に 借 
ひ , BEE mM AMAA A, 最も 
FERS GL oN HD PES B 5, 
変形 の 特徴 的 な 型 が つく られ る 。 Hwee 
tee ck Leia tO 接触 部 の 構 


造 的 変化 は skola の Finland その 他 
の 片 麻 岸 ドー ム に より 例示 せら れる 。 今 
や ゃ 2 の 新 問題 が 生ずる 。 第 1 は 比較 的 湊 
Cah SNe 造山 帯 の 深 所 に 於 け 
る 変形 に 関す る も の 。 第 2 は 変形 地帯 の 
異 る 水準 に 現 出 する 花岡 岩 類 BM foie 
系 烈 及 びそ の 性 質 に 関す る も の で ある 。 

eR IS 度々 広域 変成 作 
用 , ミグ マタ イト 化 , 花 賠 岩 化 作 用 を 受 
ける 。 synorogenic DHE IIE Be 
吉 入 の 場所 以外 は 変質 は 少な い 。 Ppost- 
orogenic の 堆積 物 は 決し て ミグ マタ イト 


preorocgenic の 


4 ヒヒ リ な いで 特別 な 仕方 で 小花 賠 岩 を 包 
ん で いる 。 花 賠 岩 類 は 時 及び 場所 と 共に 


形 及び 成分 を 変え る 。 それ ら は 初期 の 花 
賠 岩 化し た 花 賠 岩 (著しく sodic) PEK 
HAO St Abia a (34 L ¢ potassic) に ま 
で 変わ る 。 COAACIXGLL Hr O FERC BS 
At So BRIM ALE BOT MEO 
シマ か ら の 導入 , 造山 運動 中 の 活 生化 作 
Flo 橋 曲 帯 へ の 貫入 作用 を 信 む 仮説 が 出 
され る 。 PEO (ERIS RTO シマ の 運 


動 に 関係 し て いる 。 (Geol. Soc. Am. 
Spec. Pap., 62, 409~430, 1955 
(Fi) 


ーーー 


Bt eS 


8000, ZnO-SiO,-H,0 系 鉱物 の 安 
tf Roy D. M., Mumpton F. A, 

“1% ENGL GPR > Wetter 
度々 見 出 され る sauconite(Zn, 
ZnzO,。 (OH)4), hemimorphite(OH), 
Zn4 Si, O, - H,0), willemite(Zn,SiO,) 
の &SK"n & UW Zincite(ZnO) と Zn 
(O つ HH), の 間 が 温度 と 圧力 に 対し て 如 価 な 
る 関係 に ある か を 攻 究 する 交 に これ 等 各 
鉱物 の 合成 実 険 を 行い , 酸化 帯 生成 条件 

REE I ee 

合成 原料 と し て zine nitrate—ethyl 


| 


orthosilicate mixture より 得 ら れる 
ZnO と SiO, の 混合 物 , ZnO と SiO。 の 
(CATE MR U 天然 の hemimorphite, 
wilfemite 等 を 合用 SC ZnO & SiO, 
の 種々 の 割合 の 混合 物 を 作り , これ 等 を 
AQVE 500~40, 000psi. , 130°~780°C, 
1~27 BIS BAEC 加熱 し て 諸 鉱 物 
を 合成 し , その 合成 鉱物 相 に 対す る 温度 
と 圧力 と の 関係 を 求め た 。 合成 鉱物 の 決 
ela Kray FeV reo され や に まる 
20,000 psi. 下 で は sauconite は 210°C 
以下 , hemimorphite は 250°C 以下 で 各 
RAR X tr, 250°CDL_ EClk willemitezs 
生成 され た 。 し か し これ 等 温度 は いずれ 
も 圧力 の 上 昇 と 共に 多少 上 昇 し , 40,000 
psi. で は hemimorphite は 264°C 3644 
成 さ れ た 。 一 方 Zn 〇 と Zn(OH), £M 
関係 は 試料 と し て 化学 沈 源 物 の Zn(O 
耳 ) 。 を 使用 し て 実験 を 行 つ た 結果 Zn(O 
H), は 1,000~20, 000 psi., 300°C py 
ECG ZnOUAYE VED, HWE Ge 
ICH AMECHSZLRIA (Eccn. 
Geol., 51, 432~443, 1956) (HA) 
8001, Utah ji], Mi Vida 鉱山 産 ウ 


ラン 鉱 戸 の 鉱物 常 と その 共生 関係 Gross, 


AGKPRIL Chinle 石灰 質 砂 岩 , BY (= 
Bac) の matrix の 一 部 を 交代 し た 伝 床 
で 産出 鉄 物 は BY Fv ek, ccfinite, 


montroseite, 


corvusite, metatyuya- 
munite の 他 , DORE W F 2 7 28k, 
KR, BHARUBGARKCH SZ. LOW, 
AY 7 VSMLEL UC DEPOBRREE 
a 方 解 石 等 を 交代 し , SEP CIRER, 
BOAR, MR, ZAI, セメント 状 構 造 を 
BI Zo SKA POKES 高 品位 部 で は 
Ae 5496, RAG 2%, 方 解 石 16%6, ウラ 
SV RR T 
イライト) 396, 一 成分 鉱物 2% を 示す が , 
品位 の 低下 と 共に 方 解 石 の な が 急激 に HY 


抄 Se dy 5 
INT Ao Hl, GLO BEAD Cia [鈴木 


英 , 長石 は PECAN COSA, 低 
上 品位 部 で は その 破砕 現象 は 極め て 軽微 で 
ある 。 LHORMD SARRILAKA 
を 含む 砂 栓 が 固 結 し , その 後 の Hime 
EOC, DNEODO RAMA A DE 
性 を 増し , その 部 分 に 選択 的 に ウラン, 

バナ ジン , その 他 の 硫化 鉱物 の 鉱 化 作 用 


が 行わ れ むれ た る も の と 思わ れる 5o。 (Econ. 
Geol. ,. 51, 632~648, 1956) (faitys) 


8002, Rhodesia 銅鉱 床 成因 へ の 覚え 


23 硫化 物 の 同位 元素 引 成 Bateman, 
NM ensea ME 


層状 鉱床 に は 後生 及び ASE O 
が 存在 する 。 この 識別 の 族 に 安定 な 硫黄 
同位 元素 の 相対 的 量 の 研究 を 始め た 。 

Rhodesia 鉱床 は Garlick に より 生化 学 
BAGS ERE CEU PK MER E 考え られ 
て いる 。 Sralsteee, digenite 及び 
班 銅 鉱 よ り なり, 散在 し て 或 は 脈 と し て 長 
BEBE PCRS So この 硫化 物 か ち 
硫黄 を SO。 ガス と じじ て 取り , 質量 分 析 計 
EYAL P20 S*2/S34 OlklE Thode 
或 は Kulp 等 に より 研究 され , BGTERGK 
の 222 引 の 値 を 寺 誉 選 つ て 新 熱 水性 
硫化 物 で は 21.80~22.64 が 求め られ て 
いる 。 Rhodesia KRM % Mik 22.16~ 
22.45 で , これ は 上 記 熱 水性 の も の の 外 , 
BIEVER ペグ マタ イト 性 硫化 物 の 範囲 
肉 た に も る 入る 。 一 方 Rhodesia 鉱床 が 水 成 
SRE CHRO FSi kN eC ee 
Ble, S82/S%4 Oeklx HLS O(FO Hic d 
ZCHHA, Thode 及び Kulp ix H,S 
に 就 い て 夫々 22.18 及び 22.07 の 最低 
(EE FACS WEOEK S2/S%4 D 
比 は 何れ の 範囲 内 に る も あり, 成因 の 決定 
的 な 識別 は 出来 な か つた 。 し か し 高温 性 
hin: BRA BNC digenite の 存在 


nD 


| は 成因 が 何れ で あれ 更に 研究 を 要する 。 


- 
> 


も 


(Econ. Geol., 51, 555~564, 1956) 


8003, BAU O RBMBWMR. Fischer, 
M., Hiller, J-E. 
各種 鉄 床 よ り 産 し た 黄 鉄鉱 の BEA 
を 測定 し た 結果 , 1) 同一 結晶 の 内 部 と 
表 面 の 値 が 異な り , PRBS RTS 
2) 400°C 附近 に 至る と 符号 の 変化 が 見 
られ る 。 3) 同一 面 の 個々 の 位置 に 於 い 
て る も 異な る 値 を 示す 。4) HED LO 
で 種々 な る 値 を 有 し , 5) Be ZR 
(pneumatolytic~epithermal) の も の 
で る も 大 差 が な い 。 等 の 事実 が 判明 し , 結 
局 生成 温度 と の 単純 な 関係 は 見 られ すず , 
FB. G. Smith MABE NGO 
COPIRBAOKE & & 向き を 支配 す 
る 物理 化学 的 本 性 を 追求 すべ く 二 , =O 
実験 を 行 な つ た 結果 , . 次 の 如き 結論 が 得 
られ た 。!”) 資料 を 窒素 気流 中 で 加熱 し た 
結果 で は その 熟 起 電力 に 変化 は な く , 明 
ら か に 或 程度 硫黄 の 離脱 を 認め 得る る の 
で も その 値 が 多少 減じ た に すぎ ず , 結局 
微量 の 硫黄 量 の 変化 は BoB EH & MARA 
に 支配 し な い 。 2) 示 差 熱 分 析 の 結果 で は 
熟 起 電力 が 正 , 負 の も の で る も 差異 は 認め 
られ な い 。3) スペ クト ル 分 析 の 結果 に よ 
ME, Co の 存在 は 負 の 方 向 に 強い HOE 
を 与え, Ni, Cu る 同様 た 作用 する 。 又 , 
AS DAFLEILIED Fy li VIG -F-X, Sb, 
Mn と 共に 作用 する 。 これ ら は 夫々 黄 鉄 
BO Ve, Sopris Hd, 格子 の 乱れ を 
FIG L TIC IO Zo 4) 1G 
微 鏡 的 存在 , PA ALL TAA, TH ENGKiL AO 
方 向 に , 四面 銅 鉄 は 正 の 方 向 に , BAS 
KOT Bo 5) HF EBOW IE CLS, 
力 と の 関係 は 見 出さ れ な い 。 
Jahrb. Min., 89, 281~301, 1956) 
[山脇 


Harker, 


(Neues 


8004, 凄 醒 銘 鉱 の 安定 度 
a ta | ae its 
本 論文 は BANK D 解離 反応 ZnCO。 


拡 6 BK D KR SS 


ご ZnO + CO, の 圧力 と 温度 と の 関係 
(Pco。-T) に つい て の 実験 的 研究 で , 塩基 
性 炭 奏 亜鉛 (mZn CO, ・nZn (OH) 一 化 
Mat), 天然 産 鞭 亜鉛 鉄 (New Mexico, 

Kelly 産 ), RAH (ZnCO,—CO, 圧下 
で 硫酸 亜鉛 と 重 炭 酸 曹 達 と の 化学 反応 に 
ょ っ つて 生じ た も の ) , 酸化 亜鉛 (ZnO 一 化 
学 試 薬 及 び 塩 基 性 炭酸 亜鉛 を 加熱 する こ 

と に よ ょ つて 得 た も る の) の 試料 を 用 いて これ 
を 200°~505°C, 1,000~56,000 lbs/in? 
CO, FEF CO, 25~1222hrs. 加熱 し , Hn 
BEICBY ZRUGEMM e BAGRU X 
線 的 方 法 に よ つ て 決定 し , その 結果 より 解 
離反 応 の Pcog—T 曲線 を RD, ZeGRes 
GOR ERB RED COS 即ち この 実 
験 に よれ ば , 解離 反応 の Pco,—T 曲線 
1x 10, 000 Ibs/in?, 30,000 lbs/in? 及び 
50,000 lbs/in’?gm & CO, 圧下 に お いて , 

夫々 310°C, 410°C 及び 460°C の 点 を 

通る 曲線 に て 表わさ れる 。 但し 上 記 の 実 
験 は 反応 が 完全 に 終了 する まで 行なわ 
ず , 反応 の 進行 方 向 を 充分 推察 する に 必 
要 な 時 間 だ け 行 な つて いる 。 (Econ. 

Geol. ,51, 375~381, 1956) — (## AK) 


8005, Porous Cup Electrode を 
使用 し て HBBPORL EBOR KAM 
Gassmann, A. G., O’Neill, W. R. 
試料 を 灰 化 する 方 法 は 普通 誤差 を 
導入 する の で Quenched Electrode 
Method が 用 0 る 0 2H Ay 
base oil が 違え ば その た び ご と に 検量 線 
を な お さ ね ば な ら な い 。 こ の base oil の 
影響 を 最小 限 に 小さ くす る た め Porous 
Cup の 方 法 が と られ た 。 2m Grating 分 
光 器 と ARL Multisource Unit で 30 
秒 予備 放電 の 後 G0 秒 赴 出さ せ て 使用 し 


な 3 QuenchedEleetrodese; 20cc の 
試料 を 必要 と する の に 対し て Porous 
Cup Electrode で は lec GFE CHAO 

電極 は 直径 6. 35mm で 22.23mm Ox 

素 棒 に 径 3.96mm の FLESH SRR 
3.175mm で 実施 し た 。 AO BBR 
は 広い 方 が 再現 性 が よい 。 NIE ABEL 
し た 場合 と film background を 内 標準 
に つた 場合 と 上 比 載 し て KER AWD CE 
film background が 内 標準 に 使わ れ た 。 
SOTA] の 測定 に つい て は , BEIS 0.6596 
0. 20% の 範囲 で は 6. 898 で ぁ り 最大 16% 
で ある 。 ROMA EIS 0.01% で あぁ る 
が 0.0196~0.0598 の 範囲 で は 12.596 
の Paceuracy と な る 0 Ba, Ca, Zn tt 
0.01~0.2096 DEB ADATS 1 る 。 
(Anal. Chem,, 21, 417~421, 1949) 

(阿部 」 

8006, Solution Exitation に よる 

潤 油 油 中 の 灘 の 分 光 分 析 Pagliassotti, 
Ja Ps. RorscChe EY 

電極 の 一 方 を 円 板 に ヒ し て , 円 板 の 下 半 

DD EVAIRAR PIS L 円 放 を ゆる く 知 転 
LEM SKE LIETHARG, 2m Gra- 
ting 分 光 器 と ARL Multisorce Unit 
で 上 の 極 は 陰極 で 0. 25” O RSE CHEE 
は 半球 状 に し , この 極 の 挟み は 水 准 され 
So 下 の 極 は 陽極 で 高 純度 の 0.5” OF 
径 の graphite rod か ら 切 出さ れ な た 円 板 
G, Sik 0.1254 0 W052 515 
r. Pp. m. で 回 転 し , 円 板 の 下 部 は Pie 
ー ト 中 の 液 に つか つて いる 。 分 本 電極 間 
際 か ら 横 へ 0.75” へ た だ つた 所 に 窒素 の 
叶 出 口 が ぁ つ て 水銀 柱 6”“ の 窒素 が 放電 中 
供給 され る 。 CORK CLARO MRT 
毎 分 7. 5 回 で ある 。 内 標準 に は Mg 261 
0.20A が 用 いら れ , P2535. 65A が 分 本 
され る 。 この 結果 は Calkins の 行 つ た 
background を 内 標準 に 用 いる より %, 
Mg を 加え て 内 標準 と し た 方 が 精度 が よ 


i> 


rad db 7 


Wo BRAUER Sm LitBE eH 
72 CG, synthetic standard の 使用 
は error の 原因 と は な ら な い 。 RU HH 
EEO base oil か ら の 検量 線 の 分 析 値 の 方 
が accuracy が 高い 。 
Electrode} MO 得失 は 判然 と し な い が , 


Porous Cup 


~ Quenched Electrode Method ょ より は 


AEB EY TON CH. CO ARI 
Gassmann と O'Neill が used lubrica- 
ting oil の 分 析 に 用 いて , £10% の 精度 
を えて お り , 現在 の 所 ol の 直接 分 析 に 
2b BARAK EBASNSS (Anal. 
Chem., 23, 198~200, 1951) [阿部 〕 
8007, Persian Gulf D#HBYRU 
ea Emery, kK, O; 

ペル シマ 湾 が 世界 最大 の 産油 地帯 に よ 
つて 囲ま れ , 印度 洋 か ら の FRSA 
で ある こと に 着目 し て , 筆者 等 が 1948 年 
の 夏 に 行 つ た 海洋 学 的 調査 の 資料 に Bw 
て , 狭 長 な 且つ 厚い 堆積 物 か ら な る HS 
状 の 一 種 の 地 向 斜 に つい て の 知見 と , Hh 
質 時 代 の それ と の 比較 検討 を 行 つ た 。 水 
温 は 極め て 高い が (75°“~92°), FARR 
EES BOO C(37~4 2%) BOKIZA SE 
か ら の 海 氷 の 下 を 溢 つ て 流出 する 。 温度 
と 塩分 の 高い こと は また 畔 体 動 物 に よる 
CaCO, の 移動 を 助け , VERDI INR 
破片 が が 多い 。 Odlite は 湾 入 部 に 多い が , 
gypsum や halite Dk 5 7 MRL Bw 
SON ALROVICOLASN Zo JPA 
RE DEB ML 大 部 分 湾 頭 部 の 川 に よ つ 
て 運ば れる が , これ ら は 細 粒 の も の が 大 
部 分 を 占め (Md = 8 ~ 2000 microns), 
quartz に 富み Bey &L て は leuco- 


xene, zircon, magnetite, sphene, 


epidote, garnet が 著しい 。 BMAAE 
は 0. 031~0. 20199 で 湾 の 東 半 部 に 高い 
が , 有機 量 と し て は HOB CLF 
し ゃ も 多く は な い 。 ME, CaCO。 並び に 塩 
分 濃度 の 分 布 曲線 は 湾 の 伸び の 方 向 と : 略 


平行 し て いる 。 CaCO。, quartz 及び 上 記 
の 重 久 物 の 含有 量 の 高い 値 は TORORW 
速度 の 地域 の 特徴 を な し て いる 。 これ ら 
ON CH OFA OLMMOME & HE 
反し て いる 。 一 方 中 生 代 及び 第 三 紀 に は 
BRB SLES, まな た evaporite 
も 赤 度 々 み ら れ る が , これ ら は 湾口 郭 が 更 
に 浅 化 すれ ば 形成 され た で あろ う 。 まな た 
これ に 反し て より 開放 され て 征 つ 温度 と 
SOMA VED, 有機 量 を 増加 
し た で あら うと 考え られ る 。 (Bull. Am. 
Assoc. Petrol. Geol. , 40, 2354~2383, 


1956) [加藤 〕 
8008, BB7OY SIcKI 4 BRB 


BUOMER OR と その 沈 積 環境 
Ginsburg, R. N. 


フロ リ ダ 半 島 南 部 海岸 に 面 し た フロ リ 
TB’, その 外側 を 囲む 礁 地域 と は , 著 


し い 環 境 の 差異 が み ら れ , 次 の 如く BAY 
され る 。 


(71) VB) (Ate ist) 


深度 0~10 0~300 束 
極大 起伏 SN 30RR 
地形 =O 弧状 の 帯 
海流 FAZE, 周辺 部 開放 , 7 
の み 週 期 的 ロリ ダ 海 流 
ck BYE 
変化 
温度 15~40°C 15~33°C 
塩 度 10~40% 3235% 


tropic water 
VEO FEE 
turbidity 一 般 に 高い WIE TOA 

週 期 的 に 高い 
沈 積 物 に つい て の 資料 (平均 値 ) は 夫々 次 
の 通り 。 


TL ae A 


49 17 


wie (1/8mm 以上 ) 

組成 (1/8mm 以下 ) 
algae 1/2 42 
molusk 76 14 
coral — 1:2 
foraminifera il 9 
non-skeletal 3 12 
quartz 6 — 
その 他 (省略 ) 


7> 8 a KD RR AB we 


DLEOR < VERO KLE & HANDS 環境 の 
著しい 反映 を 示し て いる こと を 詳細 な 資 
BUC LO CHL Ro 筆 考 は この 種 の 資 
ELS, 第 三 紀 及び 恐らく は AERO AK 
岩 に つい て も 適用 で きる で あら うと 述べ 
7zo (Bull. Am. Petrol. Geol., 40, 
2384~2427, 1956) [加藤 〕 
8009, 地質 年 代 と Ca/Mg 比 の 関係 
Chilingar; G. V. 

Cambrian か ら recent sediments % 
ODE E Be SEAM LIRR, 地質 時 
代 が 新しく な る に つれ て , Ca/Mg 比 の 平 
均 は 全体 的 に は 増加 し て いる 。 然し Daly 
(1910) の 指摘 し た 程 で な く , 途中 で か な 
り の 周期 的 変化 が 認め らち られ, 地質 年 代 と 
Rig BAD Ca/Mg と の 間 に は 簡単 な 
関係 は 見 出さ れず , 赤 Sr/Ca と Ca/Mg 
と の 間 に も 特別 の 関係 は 指 揃 され な か つ 
feo pre-Cambrian と Paleozoic time 
中 の 炭酸 塩 岩 石 に は EL 0 FER EMS C 
認め られ る が , この 説明 と し て , 既に ソ 
CDP OMBI ED, CORRE 大気 
中 に 高圧 の CO。 ガス が 存在 し て いた た 
0, SHOE RSLECTELE AN TOBO 
実際 高圧 の CO, の も と で は 海水 か ら 直 
BAVC KS DVR © (GAINS 生 ぜ し め る 
こと が 可能 で ある 故 , 将来 苦 灰 岩 が 直接 海 
APY EYIRT So & OHSS CO, OFF 
力 の 上 限 と 下限 を 知る こと に より , pre- 
Cambrian 及び Paleozoic time 中 の 大 
気 の CO。 の 圧力 程度 を 推測 し 得 ら れ ょ よ 
3。 (Bull. Am. Assoc. Petrol. Geol. , 
40, 2256~2266, 1956) (feo) 


RR RO 
8010, 酸化 鐵 一 アル ミナ 問 の 平衡 関係 
Muan, A., Gee, C. L. 
ZAP RU 一 気圧 の 酸素 ガス の 下 で , 
1085~1725°C 問 の この 系 の 平衡 関係 を 


急冷 波 に よ つ て 研究 し た 。 Rath t LT 
は 1) Al,O, を 固 深 体 と し て 含む hema- 
tite 相 , 2) Fe,0O, & MAALL CEG 
corundum #8, 3) Fe,O, - Al,O, #4, 4) 
spinel 相 ( 主 に magnetite hercynite の 
ERACK) が 認め られ た 。 Hematite(ss), 
corundum (ss), Fe,O, - Al,O3(ss), DA 
が 存在 する 場合 に は 二 成 分 系 と し て 取扱 
ZBo Mmimichw Cis Fe, O;  FeO' 
O21 に 解離 し spinel PAPA, MMi FeO, 
は 裕 気 中 で 1390°, 酸素 ガス 中 で 1455°C 
で 解離 する 。 Fe。O。・Al。O。 SARC 
1410° Wz#RKw T spinel と corundum に 
分 解す る 。 液 相 線 の 温度 は Al,O, の 添加 
に より 増加 する 。 BRICK CHER 


VE 1410°, Al。O。 は 約 2050°C HERAT 


So 最初 に 生ずる 結 品 相 は 酸化 鉄 に 富む 
成分 に 於 て は spinel(ss) で , Al,O, 個 に : 
ho Tk cerundum (ss) で ある 。 

(Jour, Am. Cer. Soc., 39,207~214, 
1956) (RAI 


EO 


8011, WFIADWAKIA : EI, アル カ 
リ 中 の Ca, Mg, Ba Williams, ]. 
RA da mS EB 

多く の ガラ ス 中 に 存在 する Ca, Mg, 
Ba は 類 光 分 光 分 析 に より 容易 に 定量 出 
KA 試料 0。Tmg を と りり HClO, と HF 
C#L, NH,OH Cig Ct, ae e 
Becky, MUSA, Shi, Ne, Join eee 検体 を 
っ つっ くり, BURAK O ANT b VE 比較 し 
定量 する 。 種々 な 組成 の ガラ ス 27 試 料 に 
る さる 4 a aN 
Mg, Ba に つい て 褒 光 分 析 を 行い 比較 し 
た 所 , 196 以下 の 場合 か ら 。 主 成分 と し 
"08006 会 は 40 る 場合 NR 
じ た 値 を 得 た 。 (Jour. Am. Cer. Soc., 
39, 351~357, 1956) [横山 〕 


2k A 
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